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２市報さが 平成23年１月１日号

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
健

や
か
に
希
望
に
満
ち
た
初
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
い
ま
だ
景
気
の
低
迷

は
続
き
、
地
方
自
治
体
の
財
政

は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
逆
境
を
乗

り
越
え
、
新
し
い
一
年
を
す
ば

ら
し
い
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

市
政
運
営
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。本
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
昨
年
、
初
め

て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、
市

民
の
み
な
さ
ま
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

も
、
開
か
れ
た
議
会
・
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
し
、
み
な
さ

ま
と
と
も
に
、
未
来
に
誇
れ
る

佐
賀
市
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市

民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
輝

か
し
い
平
成

年
の
幕
開
け
を

23

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

で
あ
る
「
佐
賀
市
総
合
計
画
」

を
時
代
の
変
革
に
対
応
し
た
見

直
し
を
行
い
、
今
年
は
市
民
の

み
な
さ
ま
に
「
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
・
さ
が
」
を
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
更
な
る
事
業

展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
次
世
代
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
将
来
の

佐
賀
市
を
担
う
子
ど
も
を
育
成

す
る
『
教
育
』
と
『
子
育
て
』
、

地
域
の
中
で
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
た
め
の
『
福
祉
』
や

『
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
』
、
佐
賀
の
豊
か
な
自
然
を

守
り
後
世
に
伝
え
て
い
く
『
環

境
』
と
い
う
分
野
を
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

卯
年
の
今
年
、
市
民
の
み
な

さ
ま
の
生
活
に
密
着
し
た
分
野

を
中
心
に
、
き
め
細
や
か
な
行

政
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。



３ 市報さが 平成23年１月１日号

①第二次佐賀市教育基本計画（案）について

　パブリックコメント制度（市民意見聴取制度）とは、
市が計画や条例等を策定する場合に、市民の皆さんから
ご意見を募集し、寄せられたご意見を考慮して最終案を
作り上げていく一連の手続きです。

【計画の趣旨】

平成18年度〜平成22年度までの教育政策の

指針である（第一次）佐賀市教育基本計画は、

今年度が最終年度です。

このため、新たな教育政策の指針として、

平成23年度〜平成26年度までの第二次佐賀市

教育基本計画を策定します。

【意見募集のポイント】

基本目標、基本方針、各施策の取り組み方

針などについての意見を募集します。

募集期間

応募方法

担当部署

(問合せ先)

12月21日㈫〜１月24日㈪ 17時15分必着

住所、氏名、電話番号を明記の上、郵送、ファクス、電

子メール、直接持参で提出（様式は任意。制作案の公表

先でも提出可。※閉庁日を除く）

〒840-0811 佐賀市大財三丁目11番21号

佐賀市教育委員会 教育総務課 教育政策係

☎40・7352 ℻40・7394

位kyoiku@city.saga.lg.jp

市長が直接、市の財政状況や重点事業の

内容などを説明し、市民のみなさんと意見

交換を行います。

どなたでも参加いただけます。

市長と語る会市長と語る会

問い合わせ 本庁 秘書課 広聴係

☎40・7024 ℻24・3463

を開催します

金 立

公民館

１月18日㈫

13時30分〜

15時

金立校区

(第79回)

場 所日 時開催校区

《１月に開催する「市長と語る会」》

※２月以降の日程は、決まりしだいお知らせします。

②第二次佐賀市男女共同参画計画（案）について

本庁１階の情報公開コーナー、市立公民館（旧佐賀市）、市ホームページ（http://www.city.saga.lg.jp/）の

「市政への参加」→「パブリックコメント」

①大財別館３階 教育総務課、各出張所教育課、市立図書館、②本庁２階 男女共同参画課、各支所総務課

【計画の趣旨】

一人ひとりが互いにその人権を尊重しつつ

責任も分かち合い、性別にかかわりなく、そ

の個性と能力を十分発揮することができる社

会を推進することを目的として「第二次佐賀

市男女共同参画計画」を策定します。

募集期間

応募方法

担当部署

(問合せ先)

１月４日㈫〜２月３日㈭ 17時15分必着

住所、氏名、電話番号を明記の上、郵送、ファクス、電

子メール、直接持参で提出（様式は任意。制作案の公表

先でも提出可。※閉庁日を除く）

〒840-8501 佐賀市栄町１番１号 男女共同参画課

☎40・7014 ℻29・2095

位danjokyodo@city.saga.lg.jp

公表資料の

閲覧場所等

消
防
団
出
初
式

消
防
団
出
初
式

消
防
団
出
初
式

佐
賀
市
消
防
団
出
初
式
を
開
催

し
ま
す
︒
市
民
の
み
な
さ
ん
も
参

観
く
だ
さ
い
︒

■
日
時

月
９
日
㈰

1８
時

分
～

時

分

50

10

40

■
場
所

佐
賀
市
民
運
動
広
場

(
佐
賀
市
兵
庫
町
︶

※
雨
天
時
は
︑
佐
賀
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー

五
色
放
水

中
部
方
面
隊
︵
旧
佐
賀
消
防
団
︶

に
よ
る
五
色
放
水
を
行
い
ま
す
︒

■
時
間

時

分
～

11

30

■
場
所

県
立
図
書
館
北

お
濠

(
佐
賀
市
城
内
︶

問
い
合
わ
せ

本
庁

消
防
防
災
課

☎

・
７
０
１
５

40
℻

・
３
１
８
７

24
ま
た
は
︑
各
支
所
総
務
課
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考
案
し
た
︒

佐
賀
線
の
総
工
費
は
３
２
４
万

３
千
円
︑
う
ち
昇
開
橋
は
約

万
70

円
を
要
し
た
︒
佐
賀
県
の
予
算
が

５
０
０
万
円
の
時
代
︒

架

設

３
年
の
歳
月
を
か
け
た
昇
開
橋

の
工
事
︒
鉄
製
の
本
体
の
架
設
は

１
９
３
４
年
︵
昭
和
９
︶

月
６

12

日
か
ら
始
ま
り
︑
翌
年
３
月

日
27

に
完
了
し
た
︒
４
カ
月
と
い
う
短

期
間
で
架
設
し
て
い
る
︒
実
は
昇

開
橋
本
体
は
製
作
し
た
工
場
で
組

み
立
て
試
運
転
を
繰
り
返
し
︑
そ

の
後
︑
解
体
し
て
大
川
市
側
の
建

設
現
場
ま
で
運
ん
で
架
設
し
た
︒

大
川
市
側
の
昇
開
橋
南
に
レ
ー

ル
を
敷
き
船
を
入
れ
る
ド
ッ
ク
を

つ
く
っ
た
︒
こ
こ
で
橋
脚
と
橋
脚

の
間
の
橋
げ
た
を
組
み
立
て
︑
２

隻
の
台
船
に
乗
せ
て
満
潮
の
と
き

に
橋
脚
の
上
に
運
び
︑
潮
が
引
く

と
き
に
橋
脚
に
設
置
し
て
い
る
︒

こ
の
方
法
で
合
計

連
の
橋
げ
た

12

を
架
設
し
た
が
︑
こ
の
干
満
の
差

と
台
船
を
使
っ
た
架
設
方
法
は

﹁
ボ
ン
ツ
ー
ン
・
エ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂

と
呼
ば
れ
る
︒

長
さ
５
０
７
・
２
メ
ー
ト
ル
︑

そ
の
中
央
部
の
可
動
部
は

・
２

24

メ
ー
ト
ル
で
重
さ

ト
ン
︒
ボ
タ

48

ン
一
つ
で
高
さ

メ
ー
ト
ル
ま
で

23

上
昇
す
る
方
式
が
︑
鉄
道
線
に
採

用
さ
れ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
︒

建

設

１
９
３
５
年
︵
昭
和

︶
５
月

10

日
の
佐
賀
新
聞
﹁
筑
後
川
の
架

25橋
︑
交
通
上
の
一
大
革
命
︒
驚
異

的
な
筑
後
川
鉄
橋
﹂
の
大
き
な
文

字
が
紙
面
を
飾
っ
て
い
る
︒
国
鉄

佐
賀
線
の
開
通
だ
︒

佐
賀
線
は
︑
長
崎
本
線
佐
賀
駅

と
鹿
児
島
本
線
矢
部
川
駅
︵
現
瀬

高
駅
︶
を
結
ぶ

・
１
キ
ロ
で
︑

24

佐
賀
・
筑
後
平
野
を
横
断
す
る
平

坦
路
線
だ
っ
た
︒
し
か
し
︑
中
間

地
点
に
は
九
州
一
の
筑
後
川
が
流

れ
︑
大
川
の
若
津
港
︑
佐
賀
の
諸

富
港
が
あ
り
︑
地
域
の
物
産
の
積

出
港
と
し
て
栄
え
大
型
の
船
舶
が

行
き
交
っ
て
い
た
︒

昇

開

式

昇
開
装
置
の
設
計
者
は
鉄
道
省

の
坂
本
種
芳
技
手
︒
彼
に
と
っ
て

大
型
船
が
頻
繁
に
行
き
交
い
︑
航

行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ど

ん
な
橋
を
架
け
る
か
大
き
な
悩
み

だ
っ
た
︒
そ
れ
に
加
え
広
い
川
幅
︑

厚
く
柔
ら
か
い
粘
土
層
の
川
底
︑

有
明
海
の
激
し
い
干
満
の
差
と
い

う
地
理
的
な
問
題
も
悩
み
を
大
き

く
し
た
︒

し
か
し
︑
手
品
愛
好
家
で
も
あ

っ
た
坂
本
技
手
﹁
新
し
い
ト
リ
ッ

ク
で
人
を
驚
か
す
の
が
好
き
︒
そ

ん
な
心
理
が
昇
開
橋
に
は
た
ら
い

た
﹂
と
昇
開
式
と
い
う
仕
掛
け
を

◀完成の前年1934年（昭和９）

に、横河橋梁製作所大阪工

場内で仮組み立て試運転中

の昇開橋。同年９月21日に

室戸台風が襲来して倒れる

という事故が発生したが、

たいした損傷はなかった。

試運転の結果は良好で、そ

の後解体して組立場（大川

市若津）に輸送した。

▶佐賀線開通当日の佐賀新聞

（昭和10年５月25日付）。紙

面中央の人物は大木遠吉。

佐賀の七賢人の一人、大木

喬任の息子で、佐賀線建設

決定時、鉄道大臣だった彼

の助力が大きかったといわ

れている。
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考
案
し
た
︒

佐
賀
線
の
総
工
費
は
３
２
４
万

３
千
円
︑
う
ち
昇
開
橋
は
約

万
70

円
を
要
し
た
︒
佐
賀
県
の
予
算
が

５
０
０
万
円
の
時
代
︒

架

設

３
年
の
歳
月
を
か
け
た
昇
開
橋

の
工
事
︒
鉄
製
の
本
体
の
架
設
は

１
９
３
４
年
︵
昭
和
９
︶

月
６

12

日
か
ら
始
ま
り
︑
翌
年
３
月

日
27

に
完
了
し
た
︒
４
カ
月
と
い
う
短

期
間
で
架
設
し
て
い
る
︒
実
は
昇

開
橋
本
体
は
製
作
し
た
工
場
で
組

み
立
て
試
運
転
を
繰
り
返
し
︑
そ

の
後
︑
解
体
し
て
大
川
市
側
の
建

設
現
場
ま
で
運
ん
で
架
設
し
た
︒

大
川
市
側
の
昇
開
橋
南
に
レ
ー

ル
を
敷
き
船
を
入
れ
る
ド
ッ
ク
を

つ
く
っ
た
︒
こ
こ
で
橋
脚
と
橋
脚

の
間
の
橋
げ
た
を
組
み
立
て
︑
２

隻
の
台
船
に
乗
せ
て
満
潮
の
と
き

に
橋
脚
の
上
に
運
び
︑
潮
が
引
く

と
き
に
橋
脚
に
設
置
し
て
い
る
︒

こ
の
方
法
で
合
計

連
の
橋
げ
た

12

を
架
設
し
た
が
︑
こ
の
干
満
の
差

と
台
船
を
使
っ
た
架
設
方
法
は

﹁
ボ
ン
ツ
ー
ン
・
エ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂

と
呼
ば
れ
る
︒

長
さ
５
０
７
・
２
メ
ー
ト
ル
︑

そ
の
中
央
部
の
可
動
部
は

・
２

24

メ
ー
ト
ル
で
重
さ

ト
ン
︒
ボ
タ

48

ン
一
つ
で
高
さ

メ
ー
ト
ル
ま
で

23

上
昇
す
る
方
式
が
︑
鉄
道
線
に
採

用
さ
れ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
︒

建

設

１
９
３
５
年
︵
昭
和

︶
５
月

10

日
の
佐
賀
新
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﹁
筑
後
川
の
架

25橋
︑
交
通
上
の
一
大
革
命
︒
驚
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的
な
筑
後
川
鉄
橋
﹂
の
大
き
な
文

字
が
紙
面
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飾
っ
て
い
る
︒
国
鉄

佐
賀
線
の
開
通
だ
︒

佐
賀
線
は
︑
長
崎
本
線
佐
賀
駅

と
鹿
児
島
本
線
矢
部
川
駅
︵
現
瀬

高
駅
︶
を
結
ぶ

・
１
キ
ロ
で
︑

24

佐
賀
・
筑
後
平
野
を
横
断
す
る
平

坦
路
線
だ
っ
た
︒
し
か
し
︑
中
間

地
点
に
は
九
州
一
の
筑
後
川
が
流

れ
︑
大
川
の
若
津
港
︑
佐
賀
の
諸

富
港
が
あ
り
︑
地
域
の
物
産
の
積

出
港
と
し
て
栄
え
大
型
の
船
舶
が

行
き
交
っ
て
い
た
︒

昇

開

式

昇
開
装
置
の
設
計
者
は
鉄
道
省

の
坂
本
種
芳
技
手
︒
彼
に
と
っ
て

大
型
船
が
頻
繁
に
行
き
交
い
︑
航

行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ど

ん
な
橋
を
架
け
る
か
大
き
な
悩
み

だ
っ
た
︒
そ
れ
に
加
え
広
い
川
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市報さが 平成23年１月１日号

1965年（昭和40）ごろ、貨車を引いて昇開橋を渡る機関車。諸富町大中島から

見たもの。列車が通るときにサイレンを鳴らして中央の可動部を下げ、橋には

信号機を設置して船舶に通行の可否を知らせていた。

写真提供：中島實さん（諸富町）

1938年（昭和13）、昇開橋を通る大型船。大川市若津側から見たもの。船舶の通

行が優先されていたため、列車が通るとき以外は、中央の可動部を上げておき、

船舶の航行の妨げにならないようにしていた。

写真提供：吉次敏孝さん（諸富町）

市報さが 平成23年１月１日号

特集 筑後川昇開橋
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を
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を
開
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す
る
予
定
だ
︒

佐賀線と筑後川昇開橋の歴史
1922年(大正11) 第46帝国議会佐賀線建設決定

1923年(大正12)９月 測量開始

1929年(昭和４)３月 矢部川駅(現瀬高駅)から工事開始

1931年(昭和６)９月 矢部川駅、筑後柳河駅間開通

1932年(昭和７)４月 筑後川昇開橋工事開始

1933年(昭和８)６月 筑後柳河駅、筑後大川駅間開通

1934年(昭和９)３月 筑後川昇開橋本体工事着手

1935年(昭和10)３月 筑後川昇開橋竣工

５月 佐賀線全線開通

1938年(昭和13)９月 光法駅開設

1939年(昭和14)９月 東佐賀駅開設

1963年(昭和38)４月 光法駅を業務委託

1966年(昭和41)３月 ｢ちくご」急行に格上

1967年(昭和42)４月 光法駅無人駅に

1968年(昭和43)９月 国鉄諮問委員会の廃止路線に

佐賀線が含まれる

1971年(昭和46)10月 東佐賀、南佐賀駅無人駅に

1976年(昭和51)２月 佐賀駅高架工事完了北に移転

1978年(昭和53)６月 南佐賀駅貨物取り扱い廃止

1980年(昭和55)10月 ｢ちくご」廃止

1982年(昭和57)11月 国鉄第２次廃止対象路線へ

1984年(昭和59)２月 諸富駅貨物取り扱い廃止

1987年(昭和62)３月 佐賀線廃止

1991年(平成３)１月 昇開橋保存整備基本計画策定

1993年(平成５)10月 筑後川昇開橋整備工事開始

1996年(平成８)４月 ㈶筑後川昇開橋観光財団設立

筑後川昇開橋遊歩道開通

12月 国の登録文化財に指定

2003年(平成15)５月 国の重要文化財に指定

2007年(平成19)８月 日本機械学会の機械遺産に認定

交通／佐賀駅バスセンター３番のりば、

佐賀市営バス早津江行き、昇開橋前下車

注意／毎年、初日の出に合わせて筑後川昇開橋遊歩道の開放を

行っていましたが、現在、保存修理工事に伴い、平成23

年２月12日㈯まで通行禁止としていますので、遊歩道の

解放は行いません。

昇開橋中央部の鉄骨。近づいて見ると、鉄骨には規則正し

くリベットを打っていることがわかる。
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が
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の
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で
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が
︑
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︒
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︑
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︒
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︑
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や
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が
︑
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度
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も
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な
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の
で
︑
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の
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と
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は
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で
す
︒
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ズ
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コ
漬
け
は
︑
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あ
ち
ゃ
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が
毎
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︑
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ど
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介
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︒

塩
カ
ズ
ノ
コ
は
水
に
い
れ
塩
抜

き
︒
︵
時
々
水
を
か
え
て
５
～
６

時
間
︶
そ
し
て
薄
皮
を
丁
寧
に
取

り
除
き
︑
水
を
切
っ
て
お
く
︒
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︑
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︒
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佐
賀
市
環
境
都
市
宣
言

︵
前
略
︶

わ
た
し
た
ち
は
︑
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
対
す
る
責
任

を
自
覚
し
︑
こ
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
︑
育
て
︑
未
来
の

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
︒

一
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市

一
筆
に
か
け
る
熱
き
ま
な
ざ
し
！

『
の
び
の
び
席
書
会
』

心
に
花
を
咲
か
せ
よ
う

　
　
　
　
　
（
北
川
副
小
学
校　

心
の
応
援
団
）

子
ど
も
た
ち
の
「
個
性
」
や
「
特
技
」
を
伸
ば
し
、

生
か
す
、
ま
な
ざ
し
運
動

子
ど
も
会
で
お
芋
を
育
て
た
よ
！

　
　
　
　
　
　
　
（
北
川
副
校
区
武
藤
自
治
会
）

笑
顔
で
団
ら
ん

　
　
　
　

ハ
ッ
ピ
ー　

フ
ァ
ミ
リ
ー

反
射
炉
の
説
明
、
が
ん
ば
っ
た
よ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
新
小
学
校
）

　

大
人
（
親
）
の
姿
勢
が
子
ど
も
の
心
を
つ
く
り
ま
す
。

大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
体
験
が
信
頼
の
基
礎
を
つ

く
り
ま
す
。
食
卓
の
会
話
が
家
族
の
絆
を
強
く
し
ま
す
。

　

さ
あ
、
み
ん
な
で
始
め
ま
し
ょ
う
！

「
ま
な
ざ
し
運
動
」の
テ
ー
マ

ま
な
ざ
し
運
動
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マ
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ま
な
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し
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」の
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ー
マ
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つ
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い
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し
ょ
に
ご
は
ん

丸片建築の親方のキャラ弁丸片建築の親方のキャラ弁

まなざし弁当！まなざし弁当！
丸片建築の親方のキャラ弁

まなざし弁当！

栄養満点！愛情満点！の
朝ごはんを食べて家族の
絆を深めよう。

お父さん手作り

きずな

き
ず
な

1213

｢
う
わ
っ
！
こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
て
る
。
﹂
﹁
そ
う
ね
。

み
ん
な
が
草
取
り
し
て
く
れ
た
か
ら
ね
～
。
﹂

今
日
は
６
月
５
日
㈯
に
大
人
と
子
ど
も
総
勢

人
で
植

50

え
た
さ
つ
ま
芋
の
収
穫
日
で
す
。
武
藤
自
治
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で
は
１
年

を
通
し
て
、
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と
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治
会
が
一
緒
に
な
っ
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た
く

さ
ん
の
行
事
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行
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ま
す
。

芋
を
掘
り
終
え
た
畑
に
は
、
２
週
間
後
に
み
ん
な
で
パ

ン
ジ
ー
を
植
え
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
も
毎
回
の
行
事
を

楽
し
み
に
育
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
さ
て
、
掘
ら
れ
た
お

芋
さ
ん
の
運
命
や
い
か
に
⋮

答
え
は
、

月

日
(
木
・
祝
)
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23

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
、
一
生

懸
命
育
て
て
く
れ
た
子
ど
も

た
ち
に
、
美
味
し
く
食
べ
て

も
ら
い
ま
し
た
と
さ
。

地
域
行
事
で
大
人
の
ま
な

ざ
し
を
い
っ
ぱ
い
受
け
て
、

子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希
望
も

お
芋
さ
ん
み
た
い
に
大
き
く

育
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

北
川
副
校
区

武
藤
自
治
会

墨
の
香
り
漂
う
鍋
島
中
学
校
体
育
館
。

月

日
、
土

10

30

曜
日
の
昼
下
が
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
書
道
家
が
大
集
合
。
佐
賀

第
一
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
﹁
の
び
の
び
席
書
会
﹂

で
の
ひ
と
こ
ま
で
す
。
多
く
の
保
護
者
、
ス
タ
ッ
フ
に
見

守
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に

挑
戦
。
さ
あ
、
真
剣
勝
負
だ
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す

る
時
で
す
。

後
半
は
、
佐
賀
北
高
校
の
書

道
科
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

揮き

毫ご
う

会
で
す
。
﹁
世
界
に
ひ
と

つ
だ
け
の
花
﹂
の
音
楽
に
合
わ

せ
て
腕
を
振
る
い
ま
す
。
息
を

の
む
一
瞬
で
す
。
迫
力
満
点
の

作
品
に
大
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

ま
す
。

書
道
を
通
じ
て
、
異
年
齢
の

子
ど
も
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、

自
己
表
現
を
す
る
貴
重
な
機
会

で
す
。
そ
れ
を
支
え
、
見
守
る

大
人
た
ち
の
温
か
な
ま
な
ざ
し

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

高
木
瀬
校
区
ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

ア

｢
み
な
さ
ん
、
笑
顔
で
元
気
に
歩
き
ま
し
ょ
う
！
﹂

さ
わ
や
か
な
秋
日
和
に
め
ぐ
ま
れ
た

月

日
㈯
、﹁
に
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こ
に
こ
さ
が
し
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
０
︵
幕
末
佐
賀
の
世
界

遺
産
群
候
補
地
と
偉
人
た
ち
を
さ
が
し
歩
こ
う
︶
﹂
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

約
４
０
０
人
の
参
加
者
が
、
５
キ
ロ
コ
ー
ス
、

キ
ロ

10

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん
の
森
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
途
中
、
産
業
遺
産
跡
な
ど
を
巡
り
な
が
ら
、
に

ぎ
や
か
な
長
い
行
列
が
続
き
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
こ
で
日
新
小
学
校
６
年
生
６
人
の
出
番
が
あ

っ
た
の
で
す
！
学
校
敷
地
内
に
あ
る
反
射
炉
跡
の
前
で
、

パ
ネ
ル
を
手
に
し
た
６
人
が
、
代
わ
る
代
わ
る
築
地
反
射

炉
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
見
事
な
語
り
で
説
明
し
ま
し
た
。

澄
ん
だ
美
し
い
声
を
響
か
せ
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
子
ど
も
た
ち
に
、
参
加
者
か
ら
あ
た
た
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
説
明
の
最
後
に
子
ど
も
た
ち
が
言

っ
た
言
葉
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
﹁
私
た
ち
は
、

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
歴
史
あ
る
学
校
で
勉
強
す
る
こ
と
が

出
来
て
幸
せ
で
す
。
﹂

こ
れ
か
ら
も
学
校
を
愛
し
、
そ
し
て
ふ
る
さ
と
を
愛
し

な
が
ら
、
立
派
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

的
野

勝

｢
我
ら
は
学
ば
ん
北
川
副
の
～
﹂

校
歌
の
流
れ
る
北
川
副
小
学
校
の
廊
下
や
階
段
の
踊
り

場
に
、
手
作
り
の
花
器
に
生
け
ら
れ
た
小
さ
な
花
た
ち
。

見
て
い
る
と
心
が
ぽ
っ
と
温
か
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
花
は
、
﹁
心
の
応
援
団
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂

の
水
町
ト
シ
子
さ
ん
が
生
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
﹁
花
を

生
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
、

花
に
よ
っ
て
癒い

や

さ
れ
、
ホ
ッ
と
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
｣
と
水

町
さ
ん
の
語
り
口
は
、
謙
虚
で
優
し
さ
に
満
ち
て
い
ま
す
。

平
成
８
年
か
ら
始
め
て
、
な
ん
と

年
に
な
る
水
町
さ

14

ん
の
活
動
を
少
し
で
も
支
え
よ
う

と
、
昨
年
、
小
学
校
の
花
壇
の
隅

に
﹁
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﹂
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﹁
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リ
ー
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Ｋ
２
﹂
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。
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５
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ら
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。
子
ど
も
た
ち
も
花
と
親
し
む

機
会
が
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で
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。
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す
。
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子
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今
の
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代
だ
か
ら
こ
そ
、
一
輪
の
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飾
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切
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を
感
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。
ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

新
郷

典
子

※
こ
の
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ポ
ー
ト
は
、
子
ど
も
の
目
か
ら
み
た
家
族
の
風
景
で
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。
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の
パ
パ
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、
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。
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。
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は
、
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僕
が
健
康
で
風
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か
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﹂
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そ
う
で
す
。

時
々
マ
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と
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パ
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僕
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シ
ョ
ッ
ピ
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グ
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け
ま

す
。パ

パ
が
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イ
ス
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片
手
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転
し
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が
ら
、
僕

の
ベ
ビ
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カ
ー
を
押
し
て
く
れ
ま
す
。
マ
マ
は
、
僕
の
好

き
な
食
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物
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一
生
懸
命
選
ん
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く
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ま
す
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そ
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時

僕
は
、
と
っ
て
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幸
せ

だ
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ぁ
と
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。

み
な
さ
ん
も
僕
た
ち

家
族
を
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

僕
た
ち
を
見
か
け
た

ら
声
を
か
け
て
ね
。

ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

田
中

厚
子

新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
、
子
ど
も
た
ち
の
さ
ら
な
る
成
長
を
願
う
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
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へ
の
ま
な
ざ
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運
動
推
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室
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７
３
９
４
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家
庭
、
地
域
、
企
業
等
、
学
校
等
で
子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
ま
な
ざ
し
を
注

ぐ
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
﹁
よ
さ
﹂
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

ま
な
ざ
し
運
動
推
進
室
専
門
官

木
塚
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一
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に
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熱
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ま
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伸
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藤
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大
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。
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験
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。
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﹂
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﹂
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５
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植
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収
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っ
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植
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。
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ス
マ
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、
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育
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た
子
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に
、
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し
く
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う
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学
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体
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。
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下
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、
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の
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会
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で
の
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と
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で
す
。
多
く
の
保
護
者
、
ス
タ
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フ
に
見

守
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に

挑
戦
。
さ
あ
、
真
剣
勝
負
だ
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す

る
時
で
す
。
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賀
北
高
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の
書
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﹁
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現
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。
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に
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も
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に
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心
の
応
援
団
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂

の
水
町
ト
シ
子
さ
ん
が
生
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
﹁
花
を

生
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
、

花
に
よ
っ
て
癒い

や

さ
れ
、
ホ
ッ
と
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
｣
と
水

町
さ
ん
の
語
り
口
は
、
謙
虚
で
優
し
さ
に
満
ち
て
い
ま
す
。

平
成
８
年
か
ら
始
め
て
、
な
ん
と

年
に
な
る
水
町
さ

14

ん
の
活
動
を
少
し
で
も
支
え
よ
う

と
、
昨
年
、
小
学
校
の
花
壇
の
隅

に
﹁
切
り
花
用
花
壇
﹂
が
、
ま
た

地
域
の
心
熱
き
人
の
畑
で
﹁
切
り

花
グ
リ
ー
ン
花
壇
Ｋ
２
﹂
が
作
ら

れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
卒
業
式
で
は
、
５
年

生
が
水
町
さ
ん
た
ち
地
域
の
人
と

一
緒
に
生
け
た
花
が
飾
ら
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も
花
と
親
し
む

機
会
が
増
え
た
よ
う
で
す
。

水
町
さ
ん
も
花
も
、
決
し
て
饒

じ
ょ
う

舌ぜ
つ

で
は
な
い
け
れ
ど
、
人
の
心
に

明
る
く
優
し
く
、
次
々
と
花
を
咲

か
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
大
人
も

子
ど
も
も
、
忙
し
す
ぎ
る
今
の
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
一
輪
の
花
を
飾

る
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

新
郷

典
子

※
こ
の
リ
ポ
ー
ト
は
、
子
ど
も
の
目
か
ら
み
た
家
族
の
風
景
で
す
。

僕
の
パ
パ
と
マ
マ
は
、
障
が
い
を
も
っ
て
い
る
け
ど
、

と
っ
て
も
明
る
い
で
す
。
僕
は
、
と
っ
て
も
幸
せ
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
マ
マ
は
美
人
だ
し
、
パ
パ
は
優
し
い
し
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
る
か
ら
で
す
。

マ
マ
が
、
少
し
困
っ
て
い
る
の
は
、
僕
の
オ
ム
ツ
替
え

と
お
風
呂
だ
そ
う
で
す
。

マ
マ
と
パ
パ
が
一
番
嬉
し
い
の
は
、
﹁
僕
が
健
康
で
風

邪
ひ
と
つ
ひ
か
な
い
事
！
﹂
だ
そ
う
で
す
。

時
々
マ
マ
と
パ
パ
と
僕
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
ま

す
。パ

パ
が
、
電
動
車
イ
ス
を
片
手
で
運
転
し
な
が
ら
、
僕

の
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
く
れ
ま
す
。
マ
マ
は
、
僕
の
好

き
な
食
べ
物
を
一
生
懸
命
選
ん
で
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
時

僕
は
、
と
っ
て
も
幸
せ

だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
僕
た
ち

家
族
を
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

僕
た
ち
を
見
か
け
た

ら
声
を
か
け
て
ね
。

ま
な
ざ
し
リ
ポ
ー
タ
ー

田
中

厚
子

新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
、
子
ど
も
た
ち
の
さ
ら
な
る
成
長
を
願
う
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課

子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
推
進
室

☎

・
７
３
５
４

40
℻

・
７
３
９
４
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家
庭
、
地
域
、
企
業
等
、
学
校
等
で
子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
ま
な
ざ
し
を
注

ぐ
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
﹁
よ
さ
﹂
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

ま
な
ざ
し
運
動
推
進
室
専
門
官

木
塚

松
信
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地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

子
ど
も
の
育
み
を
核
に
し
た
地
域
づ
く
り

子
ど
も
の
育
み
を
核
に
し
た
地
域
づ
く
り

４
団
体
で
の
実
践
か
ら

こ
ん
な
成
果
が
で
て
き
ま
し
た

４
団
体
で
の
実
践
か
ら

こ
ん
な
成
果
が
で
て
き
ま
し
た

1415

会

長

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

事

務

局

公
民
館

会

員

数

人
18

構
成
団
体

青
少
健
︑
公
民
館
︑
小
学
校
︑
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
︑

城
東
中
学
校
︑
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
巨
勢
部
会
︑
子
ど

も
ク
ラ
ブ
︑
少
年
セ
ン
タ
ー
育
成
員
︑
老
人
ク
ラ

ブ
︑
体
協
︑
児
童
民
生
委
員
︑
社
会
福
祉
協
議
会
︑

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
巨
勢
︑
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
︑

自
治
会
長
会
︑
交
通
安
全
協
議
会
︑
退
職
公
務
員

連
盟
︑
分
館
長
会

会

長

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

兼

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
会
長

事

務

局

公
民
館

会

員

数

人
21

構
成
団
体

Ｐ
Ｔ
Ａ
︑
思
斉
館
小
学
部
・
中
学
部
︑
公
民
館
︑

幼
稚
園
︑
保
育
園
︑
児
童
セ
ン
タ
ー
︑
建
設
会
社

な
ど
企
業
︑
学
校
評
議
員
︑
自
治
会
︑
公
民
分
館

長
会
︑
体
協
︑
子
ど
も
ク
ラ
ブ
︑
文
化
連
盟
︑
老

人
ク
ラ
ブ
︑
民
生
児
童
委
員
会
︑
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
︑
久
保
田
支
所
︑
地
域
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー

会

長

保
護
司

事

務

局

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
お
よ
び
子
ど
も
会

会

員

数

人
44

構
成
団
体

保
護
司
︑
公
民
館
︑
小
学
校
︑
中
学
校
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
︑

少
年
育
成
委
員
︑
民
生
児
童
委
員
会
︑
青
少
健
︑

自
治
会
︑
子
ど
も
会
︑
分
館
長
会
︑
女
性
の
会
︑

幼
稚
園
︑
社
会
福
祉
協
議
会
︑
交
番
︑
長
生
会

ア

会

長

育
友
会
会
員

事

務

局

中
学
校

会

員

数

人
27

構
成
団
体

育
友
会
︑
祖
父
母
学
級
︑
学
校
︑
自
治
会
︑

Ｊ
Ａ
女
性
部

○
団
体
間
の
距
離
感
が
縮
ま
っ
た
。

○
行
事
を
計
画
す
る
大
人
側
が
元
気
に
な
っ
て
き
た
。

○
子
ど
も
や
孫
が
い
な
い
大
人
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
が
生
ま
れ
、
地
域
の
大
人
が
や
り
が
い
を
感

じ
は
じ
め
ら
れ
た
。

○
学
校
が
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
地
域
行
事
に
参

加
す
る
一
部
の
子
ど
も
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
全

体
に
地
域
参
画
の
意
識
が
め
ば
え
て
き
た
。

○
地
域
と
学
校
が
手
伝
う
、
手
伝
っ
て
も
ら
う
関
係
か

ら
一
歩
前
進
し
、
子
ど
も
の
育
み
を
一
緒
に
行
う
こ

と
で
、
喜
び
や
課
題
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
希
薄
に
な
っ
て
い
た
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
呼
び

戻
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

い
か
が
で
す
か
？

出
番
や
役
割
を
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
関
わ
る
大
人
が
元
気
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
大
人
も
子
ど
も
も
元
気
に
な

っ
た
ら
も
ち
ろ
ん
地
域
に
も
活
気

が
あ
ふ
れ
て
き
ま
す
。

｢
地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業
﹂

は
ま
さ
に
地
域
に
元
気
を
呼
び
戻

す
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
で
は
︑
子
ど
も
の
育
み

に
関
心
が
高
い
で
す
か
？

佐
賀
市
で
は
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
が
ス
タ
ー
ト

し
て
以
来
︑
学
校
︑
公
民
館
︑
地
域
の
各
団
体
︑
企
業
な

ど
の
協
力
の
も
と
に
︑
地
域
で
子
ど
も
を
育
む
気
運
が
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
︒

そ
の
よ
う
な
中
︑
子
ど
も
の
育
み
に
つ
い
て
の
研
修
会

で
は
多
く
の
人
か
ら
﹁
ど
こ
の
団
体
も
み
ん
な
地
域
の
子

ど
も
は
地
域
で
育
て
よ
う
！
と
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
け
れ
ど
︑
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
活
動
し
て
い
る

た
め
に
︑
各
団
体
間
や
学
校
の
行
事
の
日
程
が
重
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
︑
い
ろ
ん
な
団
体
で
似
た
よ
う
な
行
事
を
や

っ
て
い
て
︑子
ど
も
の
取
り
合
い
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
﹂

と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

こ
の
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
に
地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
︒
ス
タ
ー
ト
し
て
９
カ
月
で
す
が
︑

い
ろ
ん
な
成
果
が
み
え
て
き
ま
し
た
︒

き
っ
と
皆
さ
ん
の
住
む
地
域
で
の

子
育
て
の
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
︒

会
の
目
玉
と
し
て
、
新
し
く
で
き
た
巨
勢
公
園
を
活
用
す

る
た
め
毎
月
１
回
の
﹁
巨
勢
公
園
ラ
ジ
オ
体
操
会
﹂
を
企
画

し
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
の
特
徴
は
、
公
民
館
が
各

種
団
体
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
な
っ

て
、
毎
月
複
数
の
団
体
の
当
番
制
を
提
案
し
た
こ
と
で
す
。

当
番
の
団
体
は
会
の
開
催
の
た
め
に
打
ち
合
わ
せ
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
団
体
間
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。
今
後
は
団

体
の
特
徴
を
生
か

し
て
、
ラ
ジ
オ
体

操
の
あ
と
に
﹁
焼

き
芋
会
﹂
や
﹁
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
会
﹂

な
ど
の
提
案
が
出

て
き
ま
し
た
。

会
議
だ
け
で
な

く
小
学
校
・
公
民

館
合
同
文
化
祭
で

は
、
会
員
全
員
で

に
わ
か
劇
を
演
じ
、

一
緒
に
練
習
す
る

中
で
連
帯
感
を
強

め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

社
会
教
育
係

☎

・
７
３
６
６

℻

・
７
３
７
８
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26

勢
っ
子
を
育
む
連
絡
協
議
会(

結
成
１
年
目
の
団
体
)

巨

一
番
の
成
果
は
各

種
団
体
の
１
年
間
の

行
事
を
﹁
地
域
一
体

と
な
っ
て
子
ど
も
を

は
ぐ
く
む
活
動
一
覧

表
﹂
に
し
た
こ
と
で

す
。こ

の
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
各
団
体
バ

ラ
バ
ラ
に
行
っ
て
い

た
行
事
が
一
目
で
わ

か
る
よ
う
に
な
り
、

小
中
学
校
で
の
教
育
課
程
も
地
域
連
携
と
い
う
視
点
で
計
画

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
久
保
田
の
伝
統
文
化
学
習
で
地
域
の
人
々
に
入
っ

て
も
ら
い
顔
な
じ
み
に
な
り
、
地

域
で
行
わ
れ
る
夜
の
浮
立
練
習
に

も
中
学
生
が
通
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
の
構
成
団
体
す
べ
て

が
子
ど
も
を
地
域
の
一
員
と
し
て

主
体
的
に
関
わ
ら
せ
よ
う
と
、
共

通
認
識
が
で
き
た
こ
と
も
大
き
な

成
果
で
し
た
。

斉
の
教
育
を
進
め
る
会

(
結
成
２
年
目
の
団
体
)

思

夏
の
﹁
ふ
れ
あ
い
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
﹂
と
冬

の
﹁
ふ
れ
あ
い
冬
の
北

山
ま
つ
り
﹂
。
こ
の
二

つ
の
行
事
を
開
催
す
る

た
め
に
、
子
ど
も
や
孫

を
通
学
さ
せ
て
い
な
い

住
民
に
も
呼
び
か
け
て
、

校
区
の
諸
団
体
が
集
ま

る
会
議
で
校
区
一
体
的

に
行
事
の
企
画
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
住
民
と
の
交
流

が
深
ま
り
、
老
人
会
か

ら
花
壇
の
手
入
れ
に
来

て
も
ら
っ
た
り
、
中
学

生
が
町
内
の
独
居
老
人

世
帯
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
出
向
い
た
り
と
、

活
動
の
幅
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

月

日
㈯
に
開
催

12

11

さ
れ
た
﹁
冬
の
ふ
れ
あ

い
北
山
ま
つ
り
﹂
で
は
、

去
年
に
も
増
し
て
祖
父
母
世
代
の
出
番
・
役
割
を
自
ら
創
出

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
大
人
も
イ
キ
イ
キ
し
て

い
ま
し
た
。

山
ふ
れ
あ
い
企
画
推
進
協
議
会

(
結
成
５
年
目
の
団
体
)

北

た
ん
ぽ
ぽ
会
で
は
２
カ
月
に
１
回
集
ま
っ
て
、
鍋
島
中
学

校
・
鍋
島
小
学
校
･
開
成
小
学
校
お
よ
び
鍋
島
･
開
成
両
小
学

校
区
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
情
報
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
て
、
一
体
感
を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

会
は
各
種
団
体
の
情
報
共
有
の
場
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

鍋
島
・
開
成
両
小
学
校
区
で
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
を
育
む
取

り
組
み
を
参
考
に
し
あ
っ
て
、
新
た
な
取
り
組
み
が
生
ま
れ

て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
﹁
挨あ

い

拶さ
つ

の
ま
ち
﹂

看
板
を
作
成
、
全
自
治
公

民
館
に
掲
示
し
た
り
、
コ

ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

町
内
の
店
舗
に
、
ま
な
ざ

し
運
動
の
主
体
者
と
し
て

の
協
力
依
頼
を
し
た
り
と

広
く
啓
発
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ど
も
の
し
あ
わ
せ
を
求
め
る
た
ん
ぽ
ぽ
会

(
結
成

年
目
の
団
体
)

20

子

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

女性の会とＰＴＡが協力して行う中学校朝食会

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？
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ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

おじいちゃんたちとの昔遊び道具作り

巨勢合同文化祭で地域の人と子どもたちのにわか劇

町民が見守る中、伝統芸能を披露する中学生

※
地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

平
成

年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で
︑
地
域
の
各
団

22

体
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
育
み
を
推
進
す
る
委

託
事
業
で
す
︒

おばあちゃんたちとのふるさとの食（お菓子）作り



地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

子
ど
も
の
育
み
を
核
に
し
た
地
域
づ
く
り

子
ど
も
の
育
み
を
核
に
し
た
地
域
づ
く
り

４
団
体
で
の
実
践
か
ら

こ
ん
な
成
果
が
で
て
き
ま
し
た

４
団
体
で
の
実
践
か
ら

こ
ん
な
成
果
が
で
て
き
ま
し
た

1415

会

長

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

事

務

局

公
民
館

会

員

数

人
18

構
成
団
体

青
少
健
︑
公
民
館
︑
小
学
校
︑
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
︑

城
東
中
学
校
︑
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
巨
勢
部
会
︑
子
ど

も
ク
ラ
ブ
︑
少
年
セ
ン
タ
ー
育
成
員
︑
老
人
ク
ラ

ブ
︑
体
協
︑
児
童
民
生
委
員
︑
社
会
福
祉
協
議
会
︑

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
巨
勢
︑
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
︑

自
治
会
長
会
︑
交
通
安
全
協
議
会
︑
退
職
公
務
員

連
盟
︑
分
館
長
会

会

長

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

兼

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
会
長

事

務

局

公
民
館

会

員

数

人
21

構
成
団
体

Ｐ
Ｔ
Ａ
︑
思
斉
館
小
学
部
・
中
学
部
︑
公
民
館
︑

幼
稚
園
︑
保
育
園
︑
児
童
セ
ン
タ
ー
︑
建
設
会
社

な
ど
企
業
︑
学
校
評
議
員
︑
自
治
会
︑
公
民
分
館

長
会
︑
体
協
︑
子
ど
も
ク
ラ
ブ
︑
文
化
連
盟
︑
老

人
ク
ラ
ブ
︑
民
生
児
童
委
員
会
︑
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
︑
久
保
田
支
所
︑
地
域
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー

会

長

保
護
司

事

務

局

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
お
よ
び
子
ど
も
会

会

員

数

人
44

構
成
団
体

保
護
司
︑
公
民
館
︑
小
学
校
︑
中
学
校
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
︑

少
年
育
成
委
員
︑
民
生
児
童
委
員
会
︑
青
少
健
︑

自
治
会
︑
子
ど
も
会
︑
分
館
長
会
︑
女
性
の
会
︑

幼
稚
園
︑
社
会
福
祉
協
議
会
︑
交
番
︑
長
生
会

ア

会

長

育
友
会
会
員

事

務

局

中
学
校

会

員

数

人
27

構
成
団
体

育
友
会
︑
祖
父
母
学
級
︑
学
校
︑
自
治
会
︑

Ｊ
Ａ
女
性
部

○
団
体
間
の
距
離
感
が
縮
ま
っ
た
。

○
行
事
を
計
画
す
る
大
人
側
が
元
気
に
な
っ
て
き
た
。

○
子
ど
も
や
孫
が
い
な
い
大
人
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
が
生
ま
れ
、
地
域
の
大
人
が
や
り
が
い
を
感

じ
は
じ
め
ら
れ
た
。

○
学
校
が
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
地
域
行
事
に
参

加
す
る
一
部
の
子
ど
も
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
全

体
に
地
域
参
画
の
意
識
が
め
ば
え
て
き
た
。

○
地
域
と
学
校
が
手
伝
う
、
手
伝
っ
て
も
ら
う
関
係
か

ら
一
歩
前
進
し
、
子
ど
も
の
育
み
を
一
緒
に
行
う
こ

と
で
、
喜
び
や
課
題
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
希
薄
に
な
っ
て
い
た
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
呼
び

戻
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

い
か
が
で
す
か
？

出
番
や
役
割
を
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
関
わ
る
大
人
が
元
気
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
大
人
も
子
ど
も
も
元
気
に
な

っ
た
ら
も
ち
ろ
ん
地
域
に
も
活
気

が
あ
ふ
れ
て
き
ま
す
。

｢
地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業
﹂

は
ま
さ
に
地
域
に
元
気
を
呼
び
戻

す
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
で
は
︑
子
ど
も
の
育
み

に
関
心
が
高
い
で
す
か
？

佐
賀
市
で
は
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
が
ス
タ
ー
ト

し
て
以
来
︑
学
校
︑
公
民
館
︑
地
域
の
各
団
体
︑
企
業
な

ど
の
協
力
の
も
と
に
︑
地
域
で
子
ど
も
を
育
む
気
運
が
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
︒

そ
の
よ
う
な
中
︑
子
ど
も
の
育
み
に
つ
い
て
の
研
修
会

で
は
多
く
の
人
か
ら
﹁
ど
こ
の
団
体
も
み
ん
な
地
域
の
子

ど
も
は
地
域
で
育
て
よ
う
！
と
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
け
れ
ど
︑
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
活
動
し
て
い
る

た
め
に
︑
各
団
体
間
や
学
校
の
行
事
の
日
程
が
重
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
︑
い
ろ
ん
な
団
体
で
似
た
よ
う
な
行
事
を
や

っ
て
い
て
︑子
ど
も
の
取
り
合
い
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
﹂

と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

こ
の
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
に
地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
︒
ス
タ
ー
ト
し
て
９
カ
月
で
す
が
︑

い
ろ
ん
な
成
果
が
み
え
て
き
ま
し
た
︒

き
っ
と
皆
さ
ん
の
住
む
地
域
で
の

子
育
て
の
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
︒

会
の
目
玉
と
し
て
、
新
し
く
で
き
た
巨
勢
公
園
を
活
用
す

る
た
め
毎
月
１
回
の
﹁
巨
勢
公
園
ラ
ジ
オ
体
操
会
﹂
を
企
画

し
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
会
の
特
徴
は
、
公
民
館
が
各

種
団
体
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
な
っ

て
、
毎
月
複
数
の
団
体
の
当
番
制
を
提
案
し
た
こ
と
で
す
。

当
番
の
団
体
は
会
の
開
催
の
た
め
に
打
ち
合
わ
せ
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
団
体
間
の
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。
今
後
は
団

体
の
特
徴
を
生
か

し
て
、
ラ
ジ
オ
体

操
の
あ
と
に
﹁
焼

き
芋
会
﹂
や
﹁
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
会
﹂

な
ど
の
提
案
が
出

て
き
ま
し
た
。

会
議
だ
け
で
な

く
小
学
校
・
公
民

館
合
同
文
化
祭
で

は
、
会
員
全
員
で

に
わ
か
劇
を
演
じ
、

一
緒
に
練
習
す
る

中
で
連
帯
感
を
強

め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

社
会
教
育
係

☎

・
７
３
６
６

℻

・
７
３
７
８

40
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勢
っ
子
を
育
む
連
絡
協
議
会(

結
成
１
年
目
の
団
体
)

巨

一
番
の
成
果
は
各

種
団
体
の
１
年
間
の

行
事
を
﹁
地
域
一
体

と
な
っ
て
子
ど
も
を

は
ぐ
く
む
活
動
一
覧

表
﹂
に
し
た
こ
と
で

す
。こ

の
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
各
団
体
バ

ラ
バ
ラ
に
行
っ
て
い

た
行
事
が
一
目
で
わ

か
る
よ
う
に
な
り
、

小
中
学
校
で
の
教
育
課
程
も
地
域
連
携
と
い
う
視
点
で
計
画

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
久
保
田
の
伝
統
文
化
学
習
で
地
域
の
人
々
に
入
っ

て
も
ら
い
顔
な
じ
み
に
な
り
、
地

域
で
行
わ
れ
る
夜
の
浮
立
練
習
に

も
中
学
生
が
通
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
の
構
成
団
体
す
べ
て

が
子
ど
も
を
地
域
の
一
員
と
し
て

主
体
的
に
関
わ
ら
せ
よ
う
と
、
共

通
認
識
が
で
き
た
こ
と
も
大
き
な

成
果
で
し
た
。

斉
の
教
育
を
進
め
る
会

(
結
成
２
年
目
の
団
体
)

思

夏
の
﹁
ふ
れ
あ
い
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
﹂
と
冬

の
﹁
ふ
れ
あ
い
冬
の
北

山
ま
つ
り
﹂
。
こ
の
二

つ
の
行
事
を
開
催
す
る

た
め
に
、
子
ど
も
や
孫

を
通
学
さ
せ
て
い
な
い

住
民
に
も
呼
び
か
け
て
、

校
区
の
諸
団
体
が
集
ま

る
会
議
で
校
区
一
体
的

に
行
事
の
企
画
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
住
民
と
の
交
流

が
深
ま
り
、
老
人
会
か

ら
花
壇
の
手
入
れ
に
来

て
も
ら
っ
た
り
、
中
学

生
が
町
内
の
独
居
老
人

世
帯
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
出
向
い
た
り
と
、

活
動
の
幅
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

月

日
㈯
に
開
催

12

11

さ
れ
た
﹁
冬
の
ふ
れ
あ

い
北
山
ま
つ
り
﹂
で
は
、

去
年
に
も
増
し
て
祖
父
母
世
代
の
出
番
・
役
割
を
自
ら
創
出

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
大
人
も
イ
キ
イ
キ
し
て

い
ま
し
た
。

山
ふ
れ
あ
い
企
画
推
進
協
議
会

(
結
成
５
年
目
の
団
体
)

北

た
ん
ぽ
ぽ
会
で
は
２
カ
月
に
１
回
集
ま
っ
て
、
鍋
島
中
学

校
・
鍋
島
小
学
校
･
開
成
小
学
校
お
よ
び
鍋
島
･
開
成
両
小
学

校
区
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
情
報
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
て
、
一
体
感
を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

会
は
各
種
団
体
の
情
報
共
有
の
場
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

鍋
島
・
開
成
両
小
学
校
区
で
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
を
育
む
取

り
組
み
を
参
考
に
し
あ
っ
て
、
新
た
な
取
り
組
み
が
生
ま
れ

て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
﹁
挨あ

い

拶さ
つ

の
ま
ち
﹂

看
板
を
作
成
、
全
自
治
公

民
館
に
掲
示
し
た
り
、
コ

ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

町
内
の
店
舗
に
、
ま
な
ざ

し
運
動
の
主
体
者
と
し
て

の
協
力
依
頼
を
し
た
り
と

広
く
啓
発
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ど
も
の
し
あ
わ
せ
を
求
め
る
た
ん
ぽ
ぽ
会

(
結
成

年
目
の
団
体
)

20

子

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

女性の会とＰＴＡが協力して行う中学校朝食会

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？
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取
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町民が見守る中、伝統芸能を披露する中学生
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地
域
元
気
ア
ッ
プ
事
業

平
成

年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で
︑
地
域
の
各
団
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体
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
育
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を
推
進
す
る
委

託
事
業
で
す
︒
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16市報さが 平成23年１月１日号

平成23年度 佐賀市嘱託職員募集平成23年度 佐賀市嘱託職員募集
■
受
験
資
格

年
齢
お
よ
び
居
住
地
を
制
限
せ
ず
広
く
募

集
︒
以
前
嘱
託
職
員
と
し
て
佐
賀
市
で
雇
用
さ
れ
た
人
で
︑

退
職
後
︑
平
成

年
４
月
１
日
の
時
点
で
１
年
を
経
過
し

23

て
い
な
い
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
︒

■
雇
用
期
間

平
成

年
４
月
１
日
～
平
成

年
３
月

23

24

31

日
︵
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
︑
雇
用
期
間
更
新
の
場
合

あ
り
︶

■
申
込
方
法

次
の
書
類
を
︑
郵
送
ま
た
は
︑
本
庁
７
階

人
事
課
へ
持
参
く
だ
さ
い
︒

・
申
込
書
︵
例
を
参
考
︑
Ａ
４
版
︶

・
市
販
の
履
歴
書
︵
顔
写
真
付
︶

・
は
が
き
︵
返
信
先
記
入
︶

・
必
要
な
資
格
な
ど
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
︵
①
︑
⑧
︑

⑪
︑
⑬
～
⑮
︑
⑰
︑
⑳
～
㉔
の
申
し
込
み
に
必
要
︶

※
普
通
自
動
車
免
許
証
の
写
し
は
提
出
不
要
︒

■
申
込
期
間

１
月
４
日
㈫
～

日
㈮
※
当
日
消
印
有
効

14

■
選
考
方
法

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

︵
⑲
学
校
事
務
は
パ
ソ
コ
ン
実
技
試
験
あ
り
︶

■
面
接
予
定
日

１
月

日
㈭
・

日
㈮
︑
２
月
４
日
㈮
・

27

28

７
日
㈪
の
い
ず
れ
か

※
面
接
日
時
は
︑
申
込
期
間
終
了
後
︑
提
出
い
た
だ
い
た

は
が
き
で
通
知
し
ま
す
︒

■
合
格
発
表

２
月
下
旬
ま

で
に
合
格
者
の

み
文
書
で
通
知

し
ま
す
︒

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

８
５
０
１

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

佐
賀
市
役
所

人
事
課

☎

・
７
０
３
０

℻

・
９
０
５
０

40
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《募集業務など》

勤務形態、報酬月額および採用人員は変更する場合があります。なお、報酬月額以外に手当の支給はありません。

⑪と⑫、⑬〜⑮、⑳と㉑、㉒〜㉔は、重複して応募することが可能です。

141,420円
北部建設事務所

(富士支所内)

週４日

８時30分〜17時

週30時間勤務

パソコン（ワード、エクセル）の操作がで

きる人

登記事務経験者はなお可

公共用地の取得に伴う登

記および調査事務など

⑦公共用地登記事務

(１人)

141,420円
公用車集中管理

棟（本庁東側）

週４日

８時30分〜17時

週30時間勤務

過去５年以内で、路線バスまたは貸切バス

等の運転経験２年以上を有する人

※要大型自動車第二種運転免許

マイクロバスの運転業務、

公用車の集中管理業務補

助

①マイクロバス運転

業務（１人）

148,000円
本庁１階

総合案内

月〜金

８時30分〜17時の間

でシフト勤務

週30時間勤務

特になし
本庁市民ホールでの総合

案内業務

②総合案内業務

(１人)

141,420円

市民サービスセ

ンター（エスプ

ラッツ内）

月〜金(10〜19時)、

日(12〜16時)の間で

ﾛｰﾃｰｼｮﾝ勤務

週30時間勤務

特になし

市民サービスセンターに

おける旅券発給、各種証

明書発行業務など

③旅券発給等業務

(１人)

148,000円
佐賀市歴史民俗

館

週４日(土日祝含む)

８時30分〜17時

週30時間勤務

学芸員資格保持者はなお可
館の管理運営、来館者の

案内、展示の企画など

④歴史民俗館管理運

営業務（１人）

⑥市道敷所有者調査

および法務局登記

簿照会業務(１人)

141,420円
川副・東与賀清

掃センター

月〜金（８時30分〜

17時）、日（８時30分

〜12時15分）のﾛｰﾃｰ

ｼｮﾝ勤務（祝日、

12/29・30含む）

週30時間勤務

※要普通自動車免許

フォークリフト資格保持者はなお可

搬入ごみ処理作業、受け

付け、場内管理（除草作

業など）

⑤川副・東与賀清掃

センター運営業務

(２人)

141,420円道路管理課

月〜金

９時〜16時

週30時間勤務

パソコン操作ができる人

登記および土地調査業務経験者はなお可

市道敷所有者の調査、法

務局での登記簿照会業務

など

201,830円

健康づくり課

(ほほえみ館)

または川副支所

保健福祉課

月〜金

９時〜17時

週35時間勤務

保健師資格を有する人

健康づくり課または川副

支所保健福祉課での保健

師業務

⑧保健師業務

(３人)

184,870円障がい福祉課

月〜金

９時〜17時

週35時間勤務

障がい福祉に関する業務の経験者はなお可

※要普通自動車免許

障がい福祉に関する相談

業務など

⑨障がい福祉に関す

る相談業務(１人)

22年度報酬

月額(参考)
主な勤務場所基本的な勤務形態

資格・免許などの条件

(雇用までに取得見込みでも可)
主な業務の内容

業務名および

募集人員
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市立小中学校

原則月〜金

各学校の校時限内で

１日６時間

週30時間勤務

パソコン操作ができる人

※面接の際に、パソコン（マイクロソフト・

エクセル）の簡単な実技試験を予定

文書収受、校納金、就学

援助等学校事務に関する

業務（学校行事により土

日祝の勤務有）

⑲学校事務

(４人程度)

児童厚生施設に２年以上の勤務経験のある

人、パソコン操作ができる人

児童センターの方向性・

計画の立案、管理運営、

行事の企画など

⑫北部児童センター

所長（１人）

164,790円
中央児童センタ

ー

火〜日９時〜18時の

間でﾛｰﾃｰｼｮﾝ勤務

週30時間勤務

幼稚園・小学校教諭免許、保育士資格のい

ずれかを有し、パソコン操作ができる人

児童センターの方向性・

計画の立案、管理運営、

行事の企画など

⑪中央児童センター

所長（１人）

141,420円障がい福祉課

月〜金

10時〜17時

週30時間勤務

福祉に関する業務の経験者はなお可
各種障がい福祉サービス

等の案内、受け付けなど

⑩障がい福祉課窓口

業務（１人）

司書教諭または司書資格を有する人

※要普通自動車免許

市立小中学校での学校図

書館事務等※小規模校で

は、１日数時間の学校事

務に従事する場合あり

⑳学校図書館事務

(８人程度)

141,420円

164,790円
北部児童センタ

ー

月〜土の間で５日

９時〜17時の間で６

時間、週30時間勤務

㉑市立図書館事務

(12人程度)

147,000円市立小中学校

原則月〜金

原則10時〜16時45分

週30時間勤務

164,600円
市立図書館

(分館等を含む)

週４日(土日祝含む)

週32時間勤務

司書資格を有する人

※要普通自動車免許

市立図書館での図書館サ

ービス業務など

148,000円

こども課および

市内保育所・幼

稚園

月〜金

９時〜16時

週30時間勤務

管理栄養士免許を有する人

※要普通自動車免許

公・私立保育所や幼稚園

での食育、栄養指導業務

など

㉒保育所管理栄養士

業務(１人)

184,870円学事課

月〜金

原則９時〜17時

週35時間勤務

管理栄養士免許を有する人

※要普通自動車免許

教育委員会学事課での学

校給食栄養管理業務など

㉓学校給食管理栄養

士業務(１人)

市立小学校

原則月〜金

原則８時15分〜16時

15分、週35時間勤務

管理栄養士または栄養士免許を有する人

小学校での学校給食に関

する栄養管理、調理作業

管理指導など

㉔小学校栄養士業務

(１人程度)

特になし
給食センターでの学校給

食調理業務

㉕給食調理業務

(各センター１人)

171,160円

141,420円青少年課

月〜金

９時〜16時

週30時間勤務

パソコン（ワード、エクセル）で一般文書、

表の作成ができる人

※要普通自動車免許

青少年課事業への参画お

よび社会教育団体への指

導・支援などの業務

㉖社会教育業務

(１人)

141,420円

富士、三瀬、川

副の各給食セン

ター

月〜金

週30時間勤務

金立教育キャン

プ場

水〜月

10時〜16時

週30時間勤務

野外活動の知識・経験を有する人
キャンプ場の管理、利用

者への野外活動指導

㉗金立教育キャンプ

場管理指導業務

(１人)

22年度報酬

月額(参考)
主な勤務場所基本的な勤務形態

資格・免許などの条件

(雇用までに取得見込みでも可)
主な業務の内容

業務名および

募集人員

148,000円

⑬中央児童センター

児童厚生員(１人)

北部児童センタ

ー

月〜土９時〜17時の

間でﾛｰﾃｰｼｮﾝ勤務

週30時間勤務

幼稚園・小学校教諭免許、保育士資格のい

ずれかを有する人

子どもとの遊びを通じた

交流や行事の企画など

⑭北部児童センター

児童厚生員(１人)

154,990円
中央児童センタ

ー

火〜日９時〜18時の

間でﾛｰﾃｰｼｮﾝ勤務

週30時間勤務

幼稚園・小学校教諭免許、保育士資格のい

ずれかを有する人

子どもとの遊びを通じた

交流や行事の企画など

154,990円川副児童館

火〜日９時〜17時30

分の間でﾛｰﾃｰｼｮﾝ勤

務、週30時間勤務

幼稚園・小学校教諭免許、保育士資格のい

ずれかを有する人

子どもとの遊びを通じた

交流や行事の企画など

⑮川副児童館児童厚

生員(２人)

154,990円

148,000円こども課

月〜金８時30分〜17

時のうち６時間

週30時間勤務

家庭児童相談業務の経験または各種相談業

務の経験を有する人

※要普通自動車免許

家庭での適正な児童養育

のための相談・指導業務

など

⑯家庭児童相談業務

(１人)

148,000円市立中学校

月〜金

９時〜16時

週30時間勤務

社会福祉士資格、精神保健福祉士資格、臨

床心理士資格、教員免許のいずれかを有す

る人

不登校児童生徒への家庭

訪問、保護者への支援、

関係機関との連携など

⑰不登校の児童生徒

に対する支援業務

(２人)

141,420円市立小中学校

原則月〜金

各学校の校時限内で

１日６時間

週30時間勤務

※要普通自動車免許

学校の環境整備、安全点

検、文書集配など（学校

行事により土日祝の勤務

有）

⑱学校事務員(用務)

(３人程度)
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■
応
募
資
格

市
内
に
居
住
し
︑
公
民
館
活
動
に

理
解
と
熱
意
が
あ
る
人
︒

■
募
集
人
員

人
11

︵
勧
興
︑
循
誘
︑
日
新
︑
西
与
賀
︑
嘉

瀬
︑
巨
勢
︑
本
庄
︑
久
保
泉
︑
蓮
池
︑

新
栄
︑
西
川
副
公
民
館
︶

■
職
務
内
容

公
民
館
の
管
理
運
営
全
般
︑
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
︑
公
民
館

を
中
心
と
し
た
社
会
教
育
・
生
涯
学

習
の
推
進
︵
主
催
事
業
の
企
画
・
運

営
な
ど
︶

■
委
嘱
期
間

平
成

年
４
月
１
日

23

～
平
成

年
３
月

日

25

31

■
勤
務
形
態
お
よ
び
報
酬

①
勧
興
︑
循
誘
︑
日
新
︑
西
与
賀
︑

嘉
瀬
︑
巨
勢
︑
本
庄
︑
久
保
泉
︑

蓮
池
︑
新
栄
公
民
館

・
原
則
月
～
金
︵
状
況
に
よ
り
土
・

日
・
祝
日
︑
夜
間
勤
務
あ
り
︶

・
報
酬

月
額
１
７
１
︐
０
０
０
円

︵
各
種
保
険
︑
手
当
等
な
し
︶

②
西
川
副
公
民
館

・
月
～
土
の
９
時
～

時
︒
週

時

17

30

間
︑
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
︒

・
報
酬

月
額
１
２
４
︐
０
０
０
円

︵
各
種
保
険
あ
り
︶

■
申
込
方
法

次
の
書
類
を
持
参
ま

た
は
郵
送
く
だ
さ
い
︒

①
応
募
用
紙
︵
社
会
教
育
課
︑
各
出

張
所
教
育
課
お
よ
び
各
校
区
公
民
館

で
配
布
︒
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︶

②
作
文

︵
４
０
０
字
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
︶

テ
ー
マ
﹁
地
域
と
連
携
し
た
公
民
館

運
営
に
つ
い
て
﹂

■
申
込
期
間

１
月
４
日
㈫
～

日
㈮

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

21８
時

分
～

時

30

17

当
日
消
印
有
効

■
選
考
方
法

作
文
評
価
お
よ
び
面
接
評
価

■
面
接
日

２
月
６
日
㈰
予
定

(
時
間
と
場
所
は
︑
申
し
込
み
受
け

付
け
後
︑
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶

■
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
有
し
︑
実
務
経
験
が
あ
る
人
︒

■
勤
務
場
所

松
梅
児
童
館
︵
大
和
町
︶

■
採
用
人
数

若
干
名

■
雇
用
期
間

平
成

年
４
月
１
日
～
平
成

年

23

24

３
月

日
︵
た
だ
し
︑
勤
務
成
績
良
好
の
場
合
は

31

１
年
ご
と
の
更
新
あ
り

最
長
５
年
間
勤
務
可
︶

■
勤
務
形
態

月
～
金
︵
土
曜
は
月
２
回
程
度
︑

午
前
中
勤
務
有
︶
︑
７
時

分
～

時

分
の
間
で
︑

30

17

15

１
日
７
時
間

分
勤
務
の
シ
フ
ト
制

45

■
報
酬
月
額

１
３
５
︐
６
０
０
円

︵
通
勤
手
当
︑
賞
与
︑
各
種
社
会
保
険
あ
り
︶

■
申
込
方
法

履
歴
書
︵
顔
写
真
貼
付
︶
と
︑
保

育
士
登
録
証
の
写
し
お
よ
び
返
信
用
封
筒
︵
返
信

先
を
記
載
︑

円
切
手
を
添
付
︶
を
郵
送
ま
た
は

80

持
参
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
間

１
月
４
日
㈫
～

日
㈭

20

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

８
時

分
～

時

30

17

※
当
日
消
印
有
効

■
選
考
方
法

書
類
選
考
︑
作
文
お
よ
び
面
接

︵
面
接
日
は
２
月
中
旬
予
定
︶

地
域
で
子
育
て
を
応
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座

で
す
︒
子
ど
も
達
の
成
長
を
と
も
に
見
守
り
ま
せ
ん
か
︒

■
対
象
者

市
内
・
近
隣
在
住
の
人

(
な
る
べ
く
全
講
座
に
出
席
で
き
る
人
)

■
定
員

先
着

人
25

■
日
程
・
内
容

○
１
月

日
㈯

子
育
て
支
援

15

場
所
：
佐
賀
市
産
業
振
興
会
館
(
諸
富
)

講
師
：
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
・
ぽ
け
っ
と

所
長

黒
木

由
美
さ
ん

○
２
月
５
日
㈯

乳
幼
児
の
成
長
︵
沐
浴
実
習
等
︶

場
所
：
佐
賀
市
産
業
振
興
会
館

講
師
：
内
野
産
婦
人
科

助
産
師

内
野

秋
子
さ
ん

○
２
月

日
㈯

離
乳
食
を
作
っ
て
み
よ
う
︵
実
習
︶

12

場
所
：
諸
富
町
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
：
佐
賀
県
栄
養
士
会

栄
養
士

納
富

芳
子
さ
ん

○
２
月

日
㈯

乳
幼
児
救
護
法
︵
救
急
時
の
対
策
︶

19

場
所
：
佐
賀
市
産
業
振
興
会
館

講
師
：
日
本
赤
十
字
社

佐
賀
県
支
部

※
時
間
は
す
べ
て

時
～

時
︒
離
乳
食
作
り
は
別
途
材

10

12

料
費
あ
り
︒
無
料
託
児
あ
り
︒

■
申
込
方
法

１
月
７
日
㈮
９
時
か
ら
︑
電
話
ま
た
は

窓
口
で
受
け
付
け
し
ま
す
︒

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

０
８
１
１

佐
賀
市
大
財
三
丁
目

番

号

11

21

佐
賀
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

公
民
館
支
援
係

(
大
財
別
館
２
階
)

☎

・
７
３
７
０

40

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
９

−

０
９
１
５

佐
賀
市
兵
庫
町
大
字
藤
木
１
０
０
６
番
地
１

ほ
ほ
え
み
館
３
階

佐
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
課

☎

・
６
６
７
０

32

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

諸
富
支
所

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎

・
８
２
１
１

34

社
会
福
祉
法
人

佐
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

佐
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

子
育
て
支
援
事
業

地
域
子
育
て
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座
受
講
者
募
集

募
集

佐
賀
市
立
公
民
館

館
長
募
集
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全
国
で
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

︵
放
火
自
殺
者
除
く
︶
は
年
々
増

加
し
︑
平
成

年
に
は
１
︐
０
０

15

０
人
を
超
え
ま
し
た
︒
ま
た
死
に

至
っ
た
経
緯
と
し
て
﹁
逃
げ
遅
れ
﹂

が
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
︒

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
︑

平
成

年
か
ら
す
べ
て
の
住
宅
に

18

住
宅
用
火
災
警
報
器
︵
以
下
﹁
住

警
器
﹂
︶
が
設
置
義
務
化
さ
れ
︑
そ

の
猶
予
期
間
も
平
成

年
５
月

23

31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

今
回
は
消
防
局
管
内
で
発
生
し

た
住
警
器
に
よ
る
早
期
発
見
事
例

を
紹
介
し
ま
す
︒

﹃
居
間
が
火
の
海
！

隣
の
部
屋
に
祖
母
が
』

入
浴
中
の
家
人
が
住
警
器
の
警

報
音
に
気
づ
き
確
認
し
た
と
こ
ろ
︑

居
間
が
火
の
海
だ
っ
た
︒

す
ぐ
１
１
９
番
通
報
し
︑
隣
の

部
屋
に
い
た
身
体
の
不
自
由
な
祖

母
を
避
難
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
出

来
な
か
っ
た
︒
し
か
し
︑
間
も
な

く
到
着
し
た
消
防
隊
に
よ
り
無
事

救
出
さ
れ
た
︒

今
回
の
件
は
︑
住
警
器
の
設
置

に
よ
り
︑
早
期
発
見
・
早
期
通
報

に
つ
な
が
り
大
事
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
︒

自
分
の
命
・
家
族
の
命
を
守
る

た
め
に
も
早
期
に
住
警
器
を
設
置

く
だ
さ
い
︒

取
り
つ
け
ま
し
た
か
？
﹃
住
宅
用
火
災
警
報
器
﹄

取
り
つ
け
ま
し
た
か
？
﹃
住
宅
用
火
災
警
報
器
﹄

■
対
象
者

市
内
に
在
宅
で
居
住
し
︑
次
の

要
件
に
該
当
す
る
人
を
︑
主
に
介

護
し
て
い
る
人
︒

・

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
︑

65認
知
症
に
よ
る
�
徊
行
動
が
あ

る
人

・
若
年
性
認
知
症
に
よ
る
�
徊
行

動
が
あ
る
人

※
対
象
者
は
︑
訪
問
・
聞
き
取
り

調
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
︒

■
補
助
額

初
期
費
用
を
補
助
し
ま
す
︵
補

助
限
度
額
１
２
︐
０
０
０
円
︶
︒

そ
の
ほ
か
月
額
利
用
料
や
位
置

探
査
料
な
ど
に
つ
い
て
は
︑
利
用

者
負
担
と
な
り
ま
す
︒

認
知
症
に
よ
る
�

徊
行
動
が
あ
る
人
へ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ

認
知
症
に
よ
る
�

徊
行
動
が
あ
る
人
へ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ

︵
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
︶
利
用
の
初
期
費
用
を
補
助
し
ま
す

︵
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
︶
利
用
の
初
期
費
用
を
補
助
し
ま
す

市
が
作
成
す
る
封
筒
に

﹁
カ
ラ
ー
広
告
｣

﹁
カ
ラ
ー
広
告
｣

﹁
カ
ラ
ー
広
告
｣
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

■
広
告
を
募
集
す
る
封
筒

・
公
用
の
長
３
封
筒

市
の
発
送
用
封
筒
︒

■
広
告
欄
の
大
き
さ
と
募
集
枠

封
筒
の
裏
面
に
４
枠
分

︵
見
本
の
と
お
り
︶

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
広
告
期
間

４
月
上
旬
︵
予

定
︶
か
ら
︑
広
告
を
印
刷
し
た

封
筒
の
使
用
が
終
了
す
る
ま
で
︒

■
作
成
枚
数
・
広
告
料

５
万
枚
ま
た
は

万
枚

10

広
告
料
は
左
記
表
参
照
︒

■
申
込
方
法

所
定
の
封
筒
広

告
申
込
書
に
︑
掲
載
希
望
の
広

告
原
稿
︵
完
成
品
︶
を
添
え
て
︑

提
出
く
だ
さ
い
︒

申
込
書
は
契
約
検
査
課
に
用

意
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︒

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

８
５
０
１

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

佐
賀
市
役
所

契
約
検
査
課

調
達
係

☎

・
７
０
４
７

40
℻

・
６
４
２
２

26

※
広
告
案
は
申
込
者
が
作
成
し
︑

デ
ー
タ
を
Ｆ
Ｄ
な
ど
で
提
出
く

だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

１
月

日
㈪

31

募
集
す
る
広
告
は
︑
公
共
性
︑

品
位
を
損
な
う
恐
れ
の
無
い
も

の
な
ど
︑
一
定
の
制
限
を
設
け

て
い
ま
す
︒
く
わ
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

万
円

15

万
円

10

万
枚

10

７
万
５
千
円

５
万
円

５
万
枚

２
枠
希
望

１
枠
希
望

作
成
枚
数

問
い
合
わ
せ

本
庁

高
齢
福
祉
課

長
寿
推
進
係

☎

・
７
２
５
３

40
℻

・
７
３
９
３

40

問
い
合
わ
せ

佐
賀
広
域
消
防
局

予
防
課

☎

・
６
７
６
５

33
℻

・
２
１
１
９

31
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世
界
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

佐
賀

in

｢

九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
﹂
と
し
て
世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
て
い
る
幕
末
佐

賀
の
歴
史
遺
産
に
つ
い
て
︑
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
取
り
組
み
を
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
︒

楽
し
み
な
が
ら
︑
そ
し
て
わ
か
り
や
す
く
﹁
幕
末
の
佐
賀
﹂
を
学
べ
る
絶
好
の
機
会
で
す
︒

市
民
展
示
室

１

三
人
展
(元
川
副
中
学
校
美
術
教
諭
)

１
月
４
日
㈫
～
３
月

日
㈮

25

１
０
０
～
２
０
０
号
の
５
作
品
を
展
示
し

ま
す
︒

・
佐
賀
県
美
術
協
会
理
事
長
︑
二
紀
会
委
員
︑

西
九
州
大
学
教
授

上
瀧

泰
嗣
さ
ん

・
日
展
会
友
︑
日
洋
会
委
員
︑

九
州
龍
谷
短
期
大
学
教
授

田
中

一
利
さ
ん

・
佐
賀
日
本
画
会
事
務
局
長

諸
田

和
彦
さ
ん

市
民
展
示
室

２

大
詫
間
趣
味
の
会
に
よ
る

ひ
な
人
形
展

１
月
４
日
㈫
～
３
月
３
日
㈭

大
詫
間
趣
味
の
会
会
員
の
︑
手
づ
く
り
お

ひ
な
さ
ま
と
手
芸
品
を
展
示
し
ま
す
︒

こ
の
機
会
に
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
﹁
見
て
く

ん
し
ゃ
い
大
詫
間
お
ひ
な
さ
ま
か
ざ
り
﹂
は
︑

１
月
は
開
催
し
ま
せ
ん
︒

■
場
所

か
わ
そ
え
佐
賀
田
園
の
郷

ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
佐
賀
市
川
副
支
所
内
︶

■
開
場
時
間

９
時
～

時
17

■
休
み

川
副
支
所
庁
舎
閉
庁
日

■
入
場
料

無
料

■
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

よ
し
の
が
り
牟
田
さ
ん

大
迫
佐
和
子
さ
ん

※
申
し
込
み
不
要
︒
入
場
無
料
︒

入
場
は
先
着
２
８
０
人
ま
で
︒

■
日
時

１
月

日
㈰

23
時

分
～

時
︵
開
場

時
︶

13

30

16

13

■
場
所

ア
バ
ン
セ
ホ
ー
ル

■
内
容
︵
予
定
︶

・
わ
た
し
た
ち
、
幕
末
佐
賀
の
案
内
人
！

日
新
小
学
校
と
︑
佐
野
常
民
記
念
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
こ
ど
も
た
ち
が
幕
末

佐
賀
の
歴
史
を
案
内
︒

・
幕
末
佐
賀
の
歴
史
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

発
掘
調
査
や
文
献
調
査
で
わ
か
っ
た
こ
と

な
ど
を
︑
楽
し
い
対
談
で
紹
介
︒

・
も
の
づ
く
り
佐
賀
！

幕
末
パ
ワ
ー
で
日
本
を
元
気
に
‼

世
界
遺
産
フ
ェ
ア
や
反
射
炉
ま
つ
り
な
ど
︑

市
民
や
企
業
の
活
動
を
紹
介
︒

・
ク
イ
ズ
に
答
え
て

お
楽
し
み
の
景
品
を
ゲ
ッ
ト
⁉

会
場
の
み
な
さ
ん
と
︑
幕
末
佐
賀
藩
ク
イ

ズ
で
楽
し
く
学
び
ま
す
︒

問
い
合
わ
せ

・
﹁
世
界
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

佐
賀
﹂

in

実
行
委
員
会
事
務
局

(
佐
賀
県
政
策
監
グ
ル
ー
プ
︶

☎

・
７
１
８
６

℻

・
７
３
０
６

25

25

・
本
庁

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課

☎

・
７
１
０
３

℻

・
６
２
４
４

40

26

右上：上瀧泰嗣「不安の連鎖」

右下：田中一利「蒼い風吹く港

町（オンフルール）」

上 ：諸田和彦「山門」

問
い
合
わ
せ

川
副
支
所

総
務
課

☎

・
１
１
１
１

℻

・
４
６
４
２

45

45

右：日新小学校内にある

「築地反射炉跡」の

記念碑

上：｢三重津海軍所跡」で

発掘されたドック護

岸
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21 市報さが 平成23年１月１日号

平
成

年
度
佐
賀
市
提
案
公
募
型
協
働
委
託
事
業

22

佐
賀
市
の
山
間
地
域
と

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

山
と
街
の
そ
ー
し
そ
ー
あ
い
大
作
戦

今
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
︑
富
士
町
︵
市

川
・
上
合
瀬
︶
︑
三
瀬
村
︵
中
鶴
︶
の
３
地
区

と
都
市
部
の
校
区
︵
循
誘
・
神
野
・
赤
松
︶

の
子
ど
も
た
ち
が
ペ
ア
と
な
り
︑
農
業
体
験

や
自
然
体
験
を
行
い
ま
し
た
︒

今
回
は
︑
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
体
験
し
た
︑

山
間
地
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
︒

■
日
時

１
月

日
㈰

23
時

分
～

時
︵
予
定
︶

13

30

16

■
場
所

６
５
６
広
場
︵
呉
服
元
町
︶

■
内
容

子
ど
も
た
ち
の
自
然
体
験
発
表
と
︑

参
加
者
か
ら
の
投
票
︵
最
も
投
票
が
多
か
っ

た
発
表
へ
の
投
票
者
に
︑
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
贈
呈
︶
︑
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
野
菜
の
販
売
︑

も
ち
つ
き
︑
シ
シ
汁
の
販
売
な
ど
︵
予
定
︶
︒

問
い
合
わ
せ

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

地
球
市
民
の
会

☎

・
３
３
３
４

℻

・
４
９
２
２

24

26

※展示（お菓子の家、家電製品の省エネ・安全、地デジなど）、佐賀の野菜直売、授産品の販売、喫茶コーナーあり。

※牛乳パック10枚とトイレットペーパー１個を交換します。（一人10個まで）

※イベントのボランティアを募集中。くわしくは問い合わせください。

テ
ー
マ
﹁
未
来
に
伝
え
た
い
く
ら
し
の
文
化
﹂

充
実
の
体
験
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

神
田
紫
さ
ん
の
環
境
講
談
に
も
注
目
！

申し込み・問い合わせ 市民活動推進課 消費生活センター（アイスクエアビル）☎40・7086 ℻40・2050

■
日
時

１
月

日
㈯
・

日
㈰

22

23

時
～

時

10

16

■
会
場

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀

(
佐
賀
市
兵
庫
町
)

10：00∼ ｢天まで届け！

大和の響き」

大和太鼓保存会 こども太鼓

10：30∼ 体験コーナー

おもちゃかえっこ、お

もちゃ病院（要予約）

端切れを使って玉かざ

り、指編みでストール ほか

12：50∼ ｢地デジを楽しむには」

デジサポ佐賀

13：10∼ ｢地球を守る西与賀っ子

∼環境 ISOへの取り組み∼」

西与賀小学校

13：30∼ 寸劇「ただより高っかもんはな

か」子
こ

個
こ

老
ろ

癒
いや

し隊
たい

14：00∼ 環境講談「もった

15：30 いない善兵衛」

女流講談師

神田 紫さん

楽しく物を大切にする心磨きを

しませんか。

10：00∼ オープニングイベント

10：10∼ ｢龍谷おどりっ子」

龍谷幼稚園

10：30∼ ミニ講演会「消費者市民」の力

で守る 食品の安全・安心

佐賀大学経済学部教授

岩本 諭さん

11：15∼ ｢天然素材で肌に優しい化粧水

づくり」ＮＰＯ法人さが環境推

進センター 桑原博美さん

12：00∼ 寸劇「婚活（集団お見合い）」

神野消費者グループひよこ劇団

13：00∼ ｢危険に染まる身近な生活

∼添加物のアレコレ∼」

佐賀大学経済学部岩本ゼミ

14：00∼ ｢パントマイムによる心肺蘇生

法」佐賀市女性消防団

14：30∼ 体験コーナー

16：00 ・ネクタイでネックレス

・軍手でかちがらす ほか

生ごみ堆肥で野菜づくり

1/22㈯

14：30〜16：00

1/23㈰

10：30〜12：30

体験者に堆肥と苗をプレゼント。

（NPO法人循環型環境・農業の会）

1/22㈯

12：30〜14：20 簡単にできるネイルアート
指先のおしゃれを提案。（材料費200円）

(佐賀女子短期大学）

14：30〜15：30 佐賀産大豆で減塩みそづくり
※体験者に優先的に販売 １㎏ 380円

(北川副消費者グループ）

体験コーナーの一部を紹介（端切れや古新聞など物を活かすアイデア満載)



２
０
１
１
年

佐
賀
市
成
人
式

２
０
１
１
年
成
人
式
も
︑
旧
市

町
村
別
会
場
で
開
催
し
ま
す
︒

■
開
催
日

１
月
９
日
㈰

※
﹁
成
人
の
日
﹂
の
前
日

■
該
当
者

平
成
２
年
４
月
２
日

～
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

各
会
場
と
も
︑
市
外
在
住
で
案

内
状
を
持
た
な
い
新
成
人
も
︑
当

日
受
け
付
け
で
参
加
で
き
ま
す
︒

佐
賀
会
場
で
は
︑
新
成
人
を
対

象
に
託
児
を
行
い
ま
す
︵
無
料
︶
︒

当
日
会
場
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

各
会
場
の
場
所
や
開
始
時
間
な

ど
は
︑
案
内
状
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

■
成
人
式
の
参
加
者
へ

①
飲
酒
後
の
来
場
は
固
く
お
断
り

し
ま
す
︒
酒
類
の
持
ち
込
み
や
会

場
で
の
飲
酒
も
禁
止
し
ま
す
︒

②
喫
煙
は
︑
所
定
の
場
所
で
お
願

い
し
ま
す
︒

成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

も
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
︒

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

青
少
年
課

育
成
係

☎

・
２
３
３
１

24
℻

・
２
３
３
２

24平
成

年
度

保
育
所
入
所
受
付
は

１
月

日
㈮
ま
で

2314

平
成

年
４
月
以
降
の
保
育
所

23

入
所
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

ま
だ
申
し
込
み
が
済
ん
で
い
な
い

人
は
︑
事
前
に
申
込
書
を
受
け
取

り
︑
受
付
期
間
内
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
︒

書
類
に
不
備
︑
不
足
等
が
あ
る

場
合
に
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

の
で
︑
期
日
に
余
裕
を
も
っ
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所

こ
ど
も
課
︵
本
庁
１
階
︶
︑
各
支

所
保
健
福
祉
課
︵
で
き
る
だ
け
児

童
同
伴
で
来
庁
く
だ
さ
い
︶

■
申
込
期
限

１
月

日
㈮

14

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

こ
ど
も
課

保
育
幼
稚
園
係

☎

・
７
２
８
６

40
℻

・
７
３
９
５

40

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
確
認
票
の
送
付

確
定
申
告
等
に
使
用
す
る
た
め

に
︑
平
成

年
中
に
支
払
っ
た
保

22

険
料
︵
税
︶
の
﹁
納
付
確
認
票
﹂

を
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
︒

■
普
通
徴
収
︵
窓
口
払
い
等
︶

｢
納
付
確
認
票
﹂
の
普
通
徴
収

欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
額
を
︑
日

本
年
金
機
構
等
の
年
金
保
険
者
か

ら
送
付
さ
れ
る
﹁
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
｣
の
｢
社
会
保
険
料
の

額
﹂
と
合
算
し
て
申
告
く
だ
さ
い
︒

■
特
別
徴
収
︵
年
金
か
ら
の
差
引
︶

｢
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
﹂

の
﹁
社
会
保
険
料
の
額
﹂
に
介
護

保
険
料
と
の
合
算
額
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
︒

普
通
徴
収
で
支
払
っ
た
額
や
還

付
が
無
け
れ
ば
︑
申
告
書
へ
の
添

付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
︒
な
お
︑

特
別
徴
収
で
支
払
っ
た
保
険
料

︵
税
︶
を
︑
特
別
徴
収
さ
れ
た
本
人

以
外
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
︒

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

保
険
年
金
課

(
国
民
健
康
保
険
︶

国
保
税
二
係

☎

・
７
２
７
３

40
℻

・
７
３
９
０

40

(
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
︶

後
期
高
齢
者
医
療
係

☎

・
７
２
７
４

40
℻

・
７
３
９
０

40
ま
た
は
︑
各
支
所
保
健
福
祉
課

高
齢
者
の
日
常
生
活
用
具

購
入
時
に
給
付
を
し
ま
す

■
対
象
者

次
の
条
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
人
に
限
り
ま
す
︒

・
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

歳
以

65

上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯

・
所
得
税
非
課
税
世
帯

・
身
体
機
能
の
低
下
や
︑
認
知
症

に
よ
る
も
の
忘
れ
な
ど
で
火
気

の
取
り
扱
い
に
不
安
が
あ
る
人

※
対
象
者
は
︑
訪
問
・
聞
き
取
り

調
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
︒

■
給
付
内
容

・
電
磁
調
理
器

１
台

限
度
額
２
０
︐
０
０
０
円

・
火
災
警
報
器

２
台

１
台
に
つ
き
限
度
額

１
０
︐
０
０
０
円

・
自
動
消
火
器

１
台

限
度
額
３
０
︐
０
０
０
円

※
用
具
の
代
金
が
限
度
額
以
内
の

場
合
は
無
料
︒
限
度
額
を
超
過
し

た
分
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
︒

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

高
齢
福
祉
課

長
寿
推
進
係

☎

・
７
２
５
３

40
℻

・
７
３
９
３

40
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メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
る

自
動
交
付
機
の
休
止

機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
︑

自
動
交
付
機
︵
本
庁
・
エ
ス
プ
ラ

ッ
ツ
設
置
︶
に
よ
る
各
種
証
明
書

の
発
行
を
休
止
し
ま
す
︒

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
︑

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
︒

■
休
止
日

１
月

日
㈯
終
日

15

◎
問
い
合
わ
せ

本
庁

市
民
生
活
課

☎

・
７
０
８
１

40
℻

・
９
１
８
８

28
年
末
年
始
も
三
瀬
温
泉

や
ま
び
こ
の
湯
で

三
瀬
温
泉
や
ま
び
こ
の
湯
は
︑

今
年
も
年
末
年
始
︑
休
ま
ず
営
業

し
ま
す
︒

大
浴
場
の
ほ
か
露
天
風
呂
︑
サ

ウ
ナ
も
あ
り
︑
家
族
風
呂
は
ヒ
ノ

キ
風
呂
な
ど
５
室
あ
り
ま
す
︒

■
年
末
年
始
の
営
業
時
間

・

月

日
㈬
︑

日
㈭
は

12

29

30

通
常
営
業

・

月

日
㈮
︑
１
月
１
日
(
土
・

12

31

祝
)
︑
２
日
㈰
は

時
～

時

11

18

露
天
棟
は

時
ま
で

17

・
１
月
３
日
㈪
か
ら
通
常
営
業

■
場
所

三
瀬
村
藤
原
３
９
２
９

−

２

■
通
常
営
業

時
～

時

10

22

(
露
天
棟
は

時
ま
で
︶

21

■
定
休
日

毎
月
第
２
水
曜
日

■
料
金

・
通
常
入
館
料

中
学
生
以
上

５
０
０
円

４
歳
～
小
学
生

２
５
０
円

・
お
得
な

時
以
降
市
民
入
館
料

17

(
各
自
住
所
が
わ
か
る
も
の
を
提

示
く
だ
さ
い
︶

中
学
生
～

歳
未
満
２
０
０
円

70

歳
以
上

１
０
０
円

70４
歳
～
小
学
生

１
０
０
円

※
そ
の
ほ
か
各
種
回
数
券
あ
り

・
家
族
風
呂
１
室
１
︐
０
０
０
円

(
入
館
料
別
︶

◎
問
い
合
わ
せ

三
瀬
支
所

産
業
振
興
課

☎

・
２
１
１
１

56
三
瀬
温
泉
や
ま
び
こ
の
湯

☎

・
２
２
２
３

56

佐
賀
県
の
記
念
貨
幣

︵
５
０
０
円
︶
引
き
換
え

１
月

日
㈬
に
開
始

19

地
方
自
治
法
施
行

周
年
の
記

60

念
貨
幣
︑
佐
賀
県
版
５
０
０
円
貨

幣
の
引
き
換
え
を
開
始
し
ま
す
︒

佐
賀
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
︑

大
隈
重
信
侯
の
肖
像
と
佐
賀
錦
・

鹿
島
錦
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
︒

■
引
換
開
始

１
月

日
㈬

19

■
取
り
扱
い
機
関

各
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口

※
取
扱
枚
数
は
︑
金
融
機
関
ご
と

に
異
な
り
︑
予
定
さ
れ
た
枚
数
に

達
し
た
場
合
︑
引
き
換
え
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

ま
た
︑
一
度
に
引
き
換
え
る
こ

と
が
で
き
る
枚
数
が
︑
制
限
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
県
政
策
監
グ
ル
ー
プ

☎

・
７
３
６
０

25
℻

・
７
２
６
３

25

古
湯
・
熊
の
川
温
泉
郷

七
草
が
ゆ
と
温
泉
を

楽
し
む
会

富
士
町
で
採
れ
た
七
草
で
作
る

﹁
七
草
が
ゆ
﹂
と
︑
心
も
身
体
も
あ

た
た
ま
る
良
質
の
﹁
ぬ
る
湯
﹂
で
︑

一
年
の
始
ま
り
を
家
族
や
友
人
と

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

■
日
時

１
月
７
日
㈮

食
事

時
～

時

12

14

入
浴

時
～

時
︵
終
了
︶

11

15

■
料
金

大
人
２
︐
０
０
０
円
～

子
ど
も
︵
小
学
生
以
下
︶

１
︐
０
０
０
円

■
申
込
方
法

予
約
制
で
す
︒
直
接
各
温
泉
旅

館
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

◎
問
い
合
わ
せ

富
士
支
所

産
業
振
興
課

☎

・
２
８
６
０

58
℻

・
２
１
１
９

58
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第
６
回

さ
が
水
物
語
り

﹃
よ
み
が
え
れ
︑
水
の
都
・

佐
賀
～
下
水
処
理
に
よ
る

水
質
浄
化
﹄

昭
和

年
代
後
半
︑
汚
染
の
進

40

む
水
路
の
水
質
を
浄
化
し
︑
憩
い

の
場
に
変
え
る
決
め
手
と
な
っ
た

下
水
道
整
備
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
か
に
焦
点
を
当
て
ま
す
︒

■
日
時

１
月

日
㈯

22
時

分
～

時

13

30

15

■
場
所

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

(
大
和
町
尼
寺
︶

■
講
師

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

館
長

諸
隈
重
臣

■
定
員

先
着

人
40

■
参
加
費

無
料

■
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
︒
︵
月
曜
休
館
︶

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

☎

・
１
２
７
７

62
℻

・
１
２
８
７

62エ
コ
ひ
な
人
形
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

大
詫
間
趣
味
の
会
に
よ
る
ひ
な

人
形
の
手
作
り
体
験
教
室
で
す
︒

手
作
り
の
お
ひ
な
さ
ま
を
作
っ
て
︑

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

■
日
時

１
月

日
㈬
︑

日
㈭

12

13

の
２
回
開
催

時
～

時

分

14

16

30

■
場
所

川
副
支
所

２
階

中
会
議
室

■
定
員

先
着

人
60

︵
各
日

人
ず
つ
︶

30

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
︶

■
料
金

一
人
５
０
０
円

■
持
参
す
る
も
の

定
規
︑
は
さ
み

■
申
込
期
限

１
月
７
日
㈮

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
副
支
所

産
業
振
興
課
︵
担
当

井
口
︶

☎

・
８
９
１
２

45
℻

・
８
９
２
１

45
じ
ゅ
ん
ゆ
う
お
ひ
な
さ
ま

文
芸
賞

作
品
募
集

お
ひ
な
さ
ま
や
春
を
テ
ー
マ
に

し
た
︑
俳
句
・
川
柳
・
一
行
詩
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
︒

作
品
は
短
冊
に
し
て
︑
﹁
佐
賀

城
下
ひ
な
ま
つ
り
﹂
の
期
間
中
に

佐
賀
市
歴
史
民
俗
館
を
中
心
と
し

た
会
場
周
辺
に
展
示
し
ま
す
︒

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
︒

■
展
示
期
間

２
月

日
㈯

19

～
３
月

日
(
月
・
祝
)

21

■
部
門
︵
３
部
門
︶

俳
句
・
川
柳
・
一
行
詩

■
申
込
方
法

作
品
︑
住
所
︑
氏

名
︵
ふ
り
が
な
︶
︑
年
齢
・
学
年
︑

電
話
番
号
を
︑
は
が
き
に
書
い
て

送
付
く
だ
さ
い
︒

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
︑

原
則
返
還
し
ま
せ
ん
︒

■
申
込
期
限

１
月

日
㈮

14

※
２
月
中
旬
︑
各
受
賞
者
に
通
知

し
︑
３
月
上
旬
ご
ろ
に
表
彰
式
を

行
い
ま
す
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

０
８
２
１

佐
賀
市
東
佐
賀
町

番
２
号

12

(
市
立
循
誘
公
民
館
内
︶

｢
じ
ゅ
ん
ゆ
う
・
お
ひ
な
さ
ま

文
芸
賞
実
行
委
員
会
﹂
事
務
局

☎
／
℻

・
３
７
５
９

23

第

回
市
民
糖
尿
病
教
室

91

■
日
時

２
月
５
日
㈯

時

分
～

11

30

■
場
所

佐
賀
市
医
師
会
立
看
護

専
門
学
校
︵
新
中
町
︶

■
内
容

・
講
演
Ⅰ
｢
食
事
療
法
に
つ
い
て
﹂

時

分
～

11

35

講
師

野
田
好
生
医
院

管
理

栄
養
士
︑
筑
後
佐
賀
糖
尿
病
療

養
指
導
士

徳
島

泉
さ
ん

・
﹁
弁
当
の
試
食
︑
指
導
﹂

時
～

時

分

12

13

20

試
食
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
別
に

管
理
栄
養
士
が
指
導
し
ま
す
︒

※
お
弁
当
希
望
者
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
︒

・
講
演
Ⅱ
｢
運
動
療
法
に
つ
い
て
﹂

時

分
～

13

20

講
師

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
医
科

学
研
究
所
所
長

西
九
州
大
学

特
命
教
授

庄
野
菜
穂
子
さ
ん

※
糖
尿
病
モ
デ
ル
食
の
展
示
と
指

導
も
行
い
ま
す
︒

■
参
加
料

参
加
無
料
︒
︵
弁
当

を
申
し
込
む
人
は
６
０
０
円
︶

■
申
込
期
限

１
月

日
㈪

31

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
医
師
会
内
健
康
増
進

佐
賀
市
民
会
議

☎

・
１
４
１
４

31
℻

・
４
６
０
７

30
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家
事
・
介
護

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
高
齢

者
・
障
が
い
者
福
祉
の
解
説
や
体

験
︑
ま
た
簡
単
な
介
護
食
の
作
り

方
な
ど
︑
実
技
と
実
習
を
３
日
間

で
開
催
し
ま
す
︒

■
日
時
・
場
所

・
１
月

日
㈭
︑

日
㈪

13

17

佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会
館

・
１
月

日
㈬

ほ
ほ
え
み
館

26

※
時
間
は
す
べ
て

時
～

時

10

16

■
募
集
人
員

先
着

人
30

■
受
講
料

無
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人

佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会

☎

・
５
８
３
３

36
℻

・
６
２
６
３

36
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室

参
加
者
募
集

■
日
時

１
月

日
︑
２
月
２
日
︑

26

９
日
︑

日
︑

日
︑
３
月
１
日
︑

16

23

９
日
︑

日
の
原
則
水
曜
開
催
︑

16

３
月
１
日
の
み
︑
火
曜
開
催
︒

(
全
８
回
)

時
～

時

10

12

■
場
所

市
立
諸
富
文
化
体
育
館

︵
諸
富
町
大
字
諸
富
津
︶

■
対
象

初
心
者
︑
経
験
者
を
問

わ
ず
︑
ど
な
た
で
も
参
加
可

■
定
員

先
着

人
30

■
参
加
料

２
︐
５
０
０
円

︵
ス
ポ
ー
ツ
保
険
を
含
む
︶

■
申
込
方
法

１
月
５
日
㈬
か
ら

受
け
付
け
︒
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
経
験
の
有
無
を
︑
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
連
絡
く
だ
さ
い
︒

※
運
動
が
で
き
る
服
装
と
︑
室
内

シ
ュ
ー
ズ
持
参
で
参
加
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
立
諸
富
文
化
体
育
館

☎

・
７
９
７
７

47
℻

・
７
９
８
０

47

〝
ゆ
め
・
ぽ
け
っ
と
〟
と
㈶

佐
賀
市
文
化
振
興
財
団
の

巣
立
ち
を
祝
う
コ
ン
サ
ー
ト

今
春
か
ら
幼
稚
園
や
保
育
園
に

入
園
し
︑
集
団
生
活
へ
巣
立
つ
こ

ど
も
た
ち
を
お
祝
い
す
る
会
で
す
︒

(
財
)
地
域
創
造
の
協
力
を
得
て
︑

プ
ロ
に
よ
る
生
演
奏
が
あ
り
ま
す
︒

■
対
象

２
歳
～
４
歳
児
と
そ
の
保
護
者

■
日
時

１
月

日
㈮

21

時
～

時

分

15

15

45

■
場
所

ゆ
め
・
ぽ
け
っ
と
多
目

的
室
︵
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
２
階
︶

■
内
容

・

｢
音
楽
届
け
隊
﹂
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
生
の
演
奏
︵
ピ
ア
ノ
・

ヴ
ィ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
︶

・
絵
本
と
音
楽
の
融
合

｢
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
﹂

・
こ
ど
も
た
ち
み
ん
な
で
奏
で
る

﹁
演
奏
会
﹂
は
初
め
て
の
発
表
会

■
定
員

組
程
度

30

■
申
込
方
法

１
月
５
日
㈬

時
10

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
・
ぽ
け
っ
と

☎

・
７
２
８
７

40
父
親
の
子
育
て
を
語
る
会

ゆ
め
・
ぽ
け
っ
と

inわ
れ
こ
そ
は
イ
ク
メ
ン
︑
こ
れ

か
ら
イ
ク
メ
ン
を
目
指
し
ま
す
︑

と
い
う
お
父
さ
ん
︑
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
︒
佐
賀
女
子
短
期
大
学

の
学
生
と
の
楽
し
い
交
流
と
と
も

に
︑﹁
お
父
さ
ん
へ
の
ヒ
ン
ト
﹂
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
︒

■
日
時

１
月

日
㈰

30

時

分
～

時

分

10

30

12

30

■
場
所

ゆ
め
・
ぽ
け
っ
と
多
目

的
室
︵
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
２
階
︶

■
内
容

・
第
１
部

講
演

｢
お
父
さ
ん
出
番
で
す
よ
﹂

講
師
：
金
泉
中
学
校

校
長

中
野
義
文
さ
ん

・
第
２
部

子
育
て
み
ん
な
で
話
そ
う
よ

｢
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
﹂
と
交
流
会

■
定
員

人
程
度

40

■
申
込
方
法

１
月
５
日
㈬

時
10

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
・
ぽ
け
っ
と

☎

・
７
２
８
７

40
県
営
住
宅
︵
佐
賀
地
区
)

入
居
予
備
者
募
集

■
資
料
配
布

２
月
１
日
㈫
～

■
申
込
期
間

２
月
４
日
㈮
～

日
㈭

９
時
～

時

10

18

※
２
月
６
日
㈰
は
受
け
付
け
可
︑

２
月
５
日
㈯
は
休
み
︒

■
申
込
場
所

県
庁
南
別
館
西
庁

舎
２
階
︵
佐
賀
市
城
内
一
丁
目
︶

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

マ
ベ
ッ
ク
・
松
尾
建
設
Ｊ
Ｖ

佐
賀
管
理
室

☎

・
２
５
２
５

25
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明
る
い
選
挙

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

平
成

年
４
月
に
統
一
地
方
選

23

挙
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
︒

こ
の
選
挙
で
使
用
す
る
︑
明
る

い
選
挙
啓
発
の
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
︒

県
内
在
住
の
人
で
あ
れ
ば
︑
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
︒

■
内
容

字
数
の
制
限
な
し
︒
一

党
一
派
に
か
た
よ
ら
な
い
も
の
︒

■
申
込
方
法

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
︑
住
所
︑
氏
名
︑
電
話
番
号
︑

年
齢
︑
職
業
を
明
記
し
︑
郵
送
︑

電
子
メ
ー
ル
︑
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
応
募
く
だ
さ
い
︒

■
申
込
期
限

１
月

日
㈮

28

※
く
わ
し
く
は
佐
賀
県
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
県
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

☎

・
７
０
２
３

25
℻

・
７
２
６
１

25
位

a
k
a
ru
ise
n
k
y
o
@
p
re
f.sa
g
a
.

lg
.jp

平
成

年
度
佐
賀
県
高
等

水
産
講
習
所
研
修
生
募
集

23

佐
賀
県
高
等
水
産
講
習
所
で
は
︑

水
産
業
の
有
能
な
後
継
者
育
成
を

行
っ
て
い
ま
す
︒

■
対
象
者

原
則

歳
以
上

18

■
募
集
人
員

人
程
度

20

■
研
修
期
間

平
成

年
４
月
か
ら
１
年
間

23

■
研
修
内
容

水
産
の
基
礎
・
専

門
研
修
︑
各
種
免
許
取
得
講
習

■
願
書
請
求
・
受
け
付
け

佐
賀
県
高
等
水
産
講
習
所

(
唐
津
市
︶
︑
各
漁
業
協
同
組
合

■
申
込
期
限

２
月

日
㈮

25

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
県
高
等
水
産
講
習
所

☎
０
９
５
５
･

･
２
５
６
５

72

℻
０
９
５
５
･

･
２
５
９
５

72

新
春
五
社
詣
ウ
ォ
ー
ク

参
加
者
募
集

市
内
で
健
康
づ
く
り
を
広
め
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︑
健
康
ひ
ろ
げ
隊

︵
佐
賀
市
健
康
推
進
員
協
議
会
︶

と
共
に
︑
市
内
の
神
社
を
参
詣
し

ま
せ
ん
か
︒
﹁
佐
嘉
城
太
鼓
・
赤

松
子
供
太
鼓
﹂
の
皆
さ
ん
に
よ
る
︑

勇
壮
な
バ
チ
さ
ば
き
も
披
露
︒
参

加
者
に
は
﹁
お
楽
し
み
袋
﹂
も
︒

親
子
や
友
人
と
一
緒
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
︒

■
日
時

１
月
８
日
㈯

受
付
開
始

８
時

分
～

30

開
会

９
時

分
30

※
少
雨
決
行

■
場
所

佐
賀
城
本
丸
歴
史
館

南
広
場
︵
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
︶

■
参
拝
神
社

佐
嘉
神
社
・
松
原

神
社
・
八
幡
神
社
・
護
国
神
社
・

与
賀
神
社
︵
６
キ
ロ
程
度
︶

■
持
参
す
る
も
の

飲
物
︑
帽
子
︑

タ
オ
ル
︑
雨
具
な
ど
︒

■
参
加
料

無
料

■
申
込
方
法

不
要
︵
当
日
受
付
︶

※
駐
車
場
は
佐
賀
県
庁
南
別
館
職

員
駐
車
場
を
利
用
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
︑

な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
な
ど
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

※
こ
の
事
業
は
﹁
子
ど
も
へ
の
ま

な
ざ
し
運
動
﹂
の
一
環
で
す
︒

◎
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課

保
健
予
防
係
︵
ほ
ほ
え
み
館
︶

☎

・
７
２
８
１

40
℻

・
０
１
１
５

30

十
日
恵
比
須

着
物

パ
レ
ー
ド
参
加
者
募
集

縁
起
物
の
福
笹
を
持
ち
︑
着
物

姿
で
華
や
か
に
練
り
歩
き
ま
す
︒

着
物
で
参
加
く
だ
さ
い
︒

■
日
時

１
月
９
日
㈰

時
～

16

■
コ
ー
ス

与
賀
神
社
↓
松
原
神

社
↓
中
央
本
町
↓
佐
賀
玉
屋

■
参
加
料

無
料

■
申
込
方
法

事
前
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
︒
(
当
日
参
加
も
可
︶

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

恵
比
須
Ｄ
Ｅ
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

(
本
庁

商
業
振
興
課
内
︶

☎

・
７
１
０
６

40
℻

・
６
２
４
４

26
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そ
の
ほ
か

宝
く
じ
の
普
及
啓
発
事
業
で

備
品
を
購
入
し
ま
し
た

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
︑

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備

品
の
整
備
に
対
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
今
回
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
︑
金
立
校
区
上
九
郎
自
治

会
で
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
︒

■
購
入
備
品

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
︑
折
畳
み
イ

ス
︑
座
卓
︑
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
︑

テ
レ
ビ
︑
放
送
設
備

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

社
会
教
育
係

☎

・
７
３
６
６

40
℻

・
７
３
７
８

26

１
月

日
は

１
１
０
番
の
日

10

■
１
１
０
番
通
報
の
適
切
な
利
用

を
お
願
い
し
ま
す

緊
急
の
事
件
・
事
故
は

﹃
１
１
０
番
﹄
へ

緊
急
以
外
の
相
談
は

﹃
＃
９
１
１
０
﹄
へ

緊
急
の
対
応
を
要
し
な
い
要
望

や
相
談
な
ど
が
１
１
０
番
に
寄
せ

ら
れ
る
と
︑
事
件
・
事
故
な
ど
の

緊
急
通
報
に
対
す
る
警
察
の
対
応

が
遅
く
な
り
ま
す
︒

急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
な

ど
は
︑
警
察
相
談
専
用
電
話
の
安

心
ダ
イ
ヤ
ル
﹁
＃
９
１
１
０
﹂
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

■
平
成

年
標
語

23

○
わ
が
町
の
頼
れ
る
味
方１

１
０
番

○
悩
ま
ず
に
話
し
て
ご
ら
ん

＃
９
１
１
０

◎
問
い
合
わ
せ

佐
賀
警
察
署

☎

・
１
９
１
１

30
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募

集

イ
ベ
ン
ト

そ

の

他

ご

案

内

そ

の

他

冬
場
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
要
注
意
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
原
因
で
嘔
吐
や
下
痢
を
引
き
起
こ
す
感
染
性
胃
腸

炎
や
食
中
毒
は
︑
一
年
を
通
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
が
︑
特
に
冬
季
に
流
行

し
ま
す
︒

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
手
指
や
食
品
を
介
し
て
経
口
で
感
染
し
︑
人
の
腸
内
で

増
殖
し
ま
す
︒
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
で
は
重
症
化
し
た
り
︑
吐
物
を
誤

っ
て
気
道
に
詰
ま
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
︒

︻
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
っ
て
？
︼

感
染
し
て
か
ら
平
均
１
～
２
日

で
吐
き
気
︑
嘔
吐
︑
腹
痛
︑
下
痢

を
起
こ
し
ま
す
︒
発
熱
は
軽
度
で
︑

軽
い
風
邪
の
よ
う
な
症
状
の
場
合

も
あ
り
ま
す
︒

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
下
痢
な
ど
の

症
状
が
な
く
な
っ
て
も
︑
一
週
間

以
上
ウ
イ
ル
ス
の
排
泄
が
続
く
こ

と
が
あ
る
の
で
他
者
へ
の
感
染
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
︒

︻
ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
の
？
︼

■
飲
食
物
か
ら
の
感
染

汚
染
さ
れ
た
カ
キ
や
ア
サ
リ
︑

シ
ジ
ミ
な
ど
の
二
枚
貝
を
加
熱
不

十
分
で
摂
取
し
た
り
︑
ウ
イ
ル
ス

に
汚
染
さ
れ
た
井
戸
水
や
簡
易
水

道
を
消
毒
不
十
分
で
摂
取
し
た
り

し
た
場
合
に
感
染
し
ま
す
︒

■
患
者
か
ら
の
伝
染

例
え
ば
︑
嘔
吐
し
た
人
の
吐
物

の
後
片
付
け
を
し
た
り
︑
不
十
分

な
手
洗
い
の
ま
ま
調
理
し
た
食
べ

物
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る

二
次
感
染
に
よ
り
︑
感
染
し
ま
す
︒

一
般
に
は
飲
食
物
か
ら
の
感
染
よ

り
︑
人
か
ら
人
へ
の
感
染
の
ほ
う
が

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒

︻
予
防
方
法
は
？
︼

①
手
洗
い
を
こ
ま
め
に
行
う
⁝
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強
い
た
め
︑

下
痢
な
ど
の
患
者
の
汚
物
の
処
理
や

オ
ム
ツ
交
換
を
行
う
際
は
マ
ス
ク
や

使
い
捨
て
手
袋
な
ど
を
し
て
素
手
で

触
ら
な
い
よ
う
に
し
︑
ト
イ
レ
の
後

や
食
事
の
前
︑
汚
物
の
処
理
後
は
必

ず
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
︒

②
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
加
熱
す
る

⁝
食
品
の
中
心
温
度

度
以
上
で
一

85

分
以
上
加
熱
し
ま
し
ょ
う
︒

③
調
理
器
具
を
消
毒
す
る
⁝
熱
湯
消

毒
︵

℃
以
上
で
一
分
以
上
︶
︑
ま
た

85

は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
︵
塩
素

系
の
漂
白
剤
︶
で
浸
す
よ
う
に
拭
き

ま
し
ょ
う
︒

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課

保
健
予
防
係

(
ほ
ほ
え
み
館
)

☎

・
７
２
８
１

40
℻

・
０
１
１
５
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佐賀県警察
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■育児講演会（10時〜12時、託児有り）

■子育てサロン

■申込方法 往復はがきか、電話で申し込みください。

・参加希望日を伝えてください。（複数参加も可）

・往復はがき用の宛名シール、または申込用紙が園に

あります。

■申込期限 １月31日㈪

◎申し込み・問い合わせ

〒840-0821 佐賀市東佐賀町４番20号

市立城東保育所 子育てサロン係 ☎40・0415

■開催時間 10時〜12時

※お茶を持参ください。くわしい場所や内容については、

問い合わせください。

◎問い合わせ

佐賀市中央児童センター内

｢川原保育所子育て支援センター｣

(佐賀市兵庫町大字藤木919番地１ ☎36・4140）

市立川原保育所

(佐賀市川原町４番44号 ☎23・3549）

２月の城東保育所子育てサロン

１月の川原保育所子育てサロン

１月の佐賀市社会福祉協議会のサロン

26日㈬

20日㈭

21日㈮

18日㈫

わらべうたで、

あそびましょう

期 日 内 容

鍋島児童クラブ館(鍋島小学校内)

開成児童クラブ館(開成小学校内)

巨勢地域ふれあい館(巨勢小学校内)

兵庫児童クラブ館(兵庫小学校内)

場 所

☆サロン日程（予約不要。時間①10:00〜 ②10:30〜

③13:00〜 ④13:30〜)

かすたねっと

よかっこ広場
要予約（☎45・8022）

28日㈮②

５日㈬②

21日㈮②

24日㈪④

19日㈬
②・③

26日㈬②

28日㈮②

さんさんひろば19日㈬②

７日㈮②

サロン名 内 容 場所

手作り布おもちゃで遊ぼう

ぐんぐん金曜日

むつごろう広場

鏡開き“ぜんざい会”
参加費：一家族100円

にこにこ広場

ぐんぐん金曜日

諸富
作って遊ぼう
“ゆらゆらちゃん”

ぐんぐん金曜日

７日㈮②

東与賀

18日㈫②

ベビーマッサージ 育児相談
②対象：０歳児
③対象：１歳児以上

19日㈬④

日時

布おもちゃで遊
ぼう

たのしい童話

富士

アンパンマン体操
おしゃべりタイム

工作「お面をつくろう」

書き初め

広場で絵本

わらべうたサロ
ン

まほろば広場

諸富

諸富

諸富

富士

諸富

「あのね」のおはなし会

わらべうたでふれあいを…

保健師とともに身体測定、
育児相談（対象０歳児）

手作り布おもちゃで遊ぼう

赤ちゃん広場11日㈫②

工作「お面をつくろう」

アンパンマン体操
新聞紙あそび

にこにこ広場12日㈬②

諸富

富士

久保田

大和

ベビーダンスに挑戦なかよし広場

富士

ほほえ
み館

17日㈪②

諸富

※子育てに関する悩み相談は、随時受け付けています。

◎問い合わせ

佐賀市社会福祉協議会1ふれあい広場7☎34・8211

☆開催場所

※三瀬、久保田、東与賀は各保健センターで行います。

富士支所庁舎内
月曜∼金曜
10:00∼16:00

場 所 日 時

富士ふれあいるーむ

大和まほろば広場

名 称

毎週水曜
11:00∼16:00

大和老人福祉センター

火曜∼土曜
10:00∼16:00

佐賀市産業振興会館内諸富ふれあい広場

講演②『親子で遊ぼう ふれあい遊び』

講師：佐賀女子短期大学教授 山下恭子さん
城東保育所２日㈬

内 容 場 所

講演③『こどもの食育「おいしい食事」』

講師：佐賀市教育委員会こども課

管理栄養士 古川真理子さん

講演①『お母さんたちのリフレッシュ』

講師：佐賀県リズムダンス研究会

インストラクター 西岡久美さん

９日㈬

期 日

１日㈫

小	 奏
そう

太
た

くん(３カ月)

(佐賀市諸富町)

９月で３カ月になり、よく笑うよ
うになりました。スクスク元気に
育ってね。

北村 梨
り

紗
さ

ちゃん(１歳)

(佐賀市開成)

みんなに愛され元気いっぱいに育

ってます。ありがとう♡

古賀 翔
しょう

太
た

くん(３カ月)

(佐賀市新栄西)

わが家のアイドル翔太です。
いつも幸せありがとう。
元気に育ってね。

メートプラザ

内 容 場 所

こどもまつり「みんなあつまれ」

対象：１歳３カ月以上

期 日

19日㈯
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春日保育園子育てサロン『ふたば』 ☎62・0062（要事前申込）

お買い物ごっこ１月27日㈭10:00∼

誕生会に参加しよう１月20日㈭10:00∼

こんにちは 赤ちゃん１月６日㈭10:00∼

アンパンマンになって、バイキンマンをやっつけよう
（新聞遊び）

１月13日㈭10:00∼

内 容日 時

育児に関する悩み相談（お気軽にどうぞ）随 時

１月の私立保育園子育てサロン

※サロンへは、汚れてもいい服でおいでください。

子育てに関する悩み相談随 時

☆毎回おはなし会中心です。親子で絵本の楽しさを
体感しませんか？

☆対象年齢 生後６カ月以上の未就園児
☆おはなし会後、いろんな遊びをしますので、タオ
ル・着替えを持参ください。

１月19日㈬10:30∼

１月26日㈬10:30∼

２月２日㈬10:30∼

内 容日 時

あおぞら保育園子育てサロン『あおぞら』 ☎30・7372

（要事前申込)

※申し込みは１月６日㈭から、電話で受け付けます。

城西保育園Kosodate Room『ももたろう』 ☎24・2881

☎26・3953

北部児童センター
（当日受付）

子育てサロン「ももたろうキッズ｣
『○○名人になろう』

１月19日㈬10:30∼

城西保育園(対象：1歳3カ月未満)
※１月５日㈬９時∼電話受付

赤ちゃんサロン「きびだんご」
『ふわふわ ぴょんぴょん』

１月14日㈮10:00∼

市立図書館
おはなしの部屋

おはなしポケット
絵本・紙芝居・シアターなど

１月13日㈭15:00∼

中央児童センター
（当日受付）

子育てサロン「ももたろうキッズ｣
『○○名人になろう』

１月５日㈬10:30∼

場 所内 容日 時

育児相談「ももたろうテレフォン｣ (専用ダイヤル）
☎26・3953

随 時

城西保育園ティールーム「ももたろう」毎週水曜日16:00∼

城西保育園
※１月17日㈪９時∼電話受付

子育てサロン「おにがしま」
『鬼はそと 福はうち』

１月28日㈮10:00∼

※１月13日㈭は、「本庄ままごっとんＢａｂｙ」へ出向きます。

小麦粉粘土あそび「おせち料理を作ろう」１月６日㈭10:00∼

赤ちゃんの部屋「くっつきマグネットあそび」１月13日㈭10:00∼

伝承歌あそび１月20日㈭10:00∼

内 容日 時

育児相談（専用ダイヤル）☎26・4251随 時

巨勢保育園子育てサロン『たんぽぽ』 ☎26・4247

（要事前申込)

※申し込みは１月４日㈫から受け付けます。

鬼の面を作ろう１月25日㈫10:00∼

育児相談（専用ダイヤル）☎32・5343随 時

楽器あそび楽しいよ１月18日㈫10:00∼

たこであそぼう１月11日㈫10:00∼

赤ちゃんの部屋１月４日㈫10:00∼

内 容日 時

開成保育園子育てサロン『えだまめ』 ☎36・6114

（３日前までに申込)

子育ての悩みＱ＆Ａ１月５日㈬10:00∼

子育てに関する悩み相談随 時

こべっこ子育てワーク 園外保育１月12日㈬10:00∼

こべっこ子育てワーク 節分制作１月26日㈬10:00∼

園長講演＜中級＞『やさしい心理学』１月19日㈬10:00∼

内 容日 時

小部保育園子育て支援『こべっこ子育てワーク』
☎29・9595（要事前申込)

鍋島保育園

場 所

育児相談は随時受けています。
親子で「鍋島保育園ふれあい広場」に遊びに来てください。
（月∼金 ９:00∼12:00）

育児相談会１月28日㈮10:00∼

大型布紙芝居を見よう１月20日㈭10:00∼

とんと焼きへようこそ１月７日㈮10:00∼

内 容日 時

お正月遊びをしよう１月13日㈭10:00∼

赤ちゃんサロン

育児相談会１月21日㈮10:00∼

１月14日㈮10:00∼

鬼を作ろう１月27日㈭10:00∼

開成３丁目４丁目
ふれあい公民館

鍋島保育園子育てサロン『どんぐり』 ☎34・5577

※準備の都合上、なるべく２日前までに申し込みください。毎回水筒とタオル
を持参し、園外でのサロンは、帽子・軽装でお越しください。ベビーカーが
必要な場合は、各自で用意をお願いします。

永原学園三光保育園子育てサロン『さんこう・ぽぽら』
☎31・6877（要事前申込)

シニアサロンぽぽら「生活発表会の一部をご覧ください」
※要予約。先着20人程度。

１月28日㈮10:00∼

・育児相談（随時) ・食育相談（第３火曜日) ※専門の先生が対応します。

フリーDay ｢さんこうぽぽら」を開放します。
お好きな時間に遊びに来てください（12時まで）。予約不要。

１月27日㈭10:00∼

なかよしミックス「保育園児との交流」「保健師講話 No.３」
※要予約。各日とも先着20組まで。

１月24日㈪10:00∼
１月25日㈫10:00∼

内 容日 時

新郷 克
かつ

海
み

くん(５歳) 里
さと

海
み

ちゃん(１歳)

(佐賀市末広)

元気いっぱいの克海くん、いつも
里海とあそんでくれてありがとう
これからもよろしくね！

北村 萌
も

樺
か

ちゃん(４歳) 歩
あゆ

夢
む

くん(２歳)

(佐賀市嘉瀬町)

かわいいもかちゃんとあゆむくん
はパパとママの宝物です。ありが
とう♡

住所・保護者とお子さんの名前

（ふりがな）・お子さんの年齢・

電話番号・簡単なコメントを書

いて、〒840-8501 佐賀市栄町

１番１号佐賀市役所 秘書課 広

報係まで ☎40・7021

※到着後、順次掲載します。

こども写真募集中
(対象０歳∼就学前)

古賀 翔
しょう

大
た

くん(５カ月)

(佐賀市本庄町)

翔の笑顔が大好きです。これから
色んな所にた∼っくさん遊びに行
こうね！
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各行事についてくわしくは、各児童センターまで問い合わせください。

１月の児童センター行事予定表

※申し込み締め切り後の返金はできません。

育児相談(申込不要)『子育てのこと、一人で悩んでいませんか？』

日 時：１月６日㈭ 10:00∼12:00

場 所：児童センター多目的室

びーとるキッズ(自由参加)『アンパンマン体操、手遊びなど♪』※６日㈭から

日 時：毎週火・木曜日 11:00∼11:30

対 象：幼児（保護者と参加）

※18日㈫は「親子で楽しく折り紙であそぼう」です。

おはなし会（自由参加）

日 時：１月８日㈯・15日㈯・22日㈯ 11:00∼11:30

場 所：児童センター多目的室

工作教室（自由参加）「牛乳パックでロケットを作ろう」

日 時：１月10日(月・祝) 14:30∼15:30

対 象：小学生以上（保護者同伴で幼児も可）

親子リズム体操（申込制）

日 時：１月14日㈮・28日㈮ 10:30∼11:30 ※いずれか１回

対 象：２歳以上の幼児とその保護者 17組

第14回オセロ大会（申込制) ｢めざせチャンピオン！挑戦者まってます‼」

日 時：１月16日㈰ 13:30∼16:00（予定）

対 象：小･中･高校生（幼児も可) 30人

冒険あそび場 ∼ケガと弁当は自分持ち！∼（自由参加）

日 時：１月22日㈯ 10:00∼17:00

チャレンジ倶楽部（申込制）『オリエンテーリング∼時間内にポイントを探そう！∼』

児童センター周辺の地図を頼りに、オリエンテーリングを行います。

日 時：１月23日㈰ 10:00∼12:00 対 象：小学生以上 35人

場 所：中央児童センターとその周辺

☆★おしらせ★☆

新しいコミック本・ビリヤード台が入りました。みんなが落ち着ける

場所や、勉強部屋もありますよ。どんどん利用してくださいね。

中央児童センター中央児童センター中央児童センター 兵庫町
☎33・5453
FAX31・9552

■各行事・講座の受付 １月４日㈫ ９:00より随時受け付け

■開館時間 ９:00〜18:00

■休 館 日 １日(土･祝)〜３日㈪・11日㈫・17日㈪・24日㈪・31日㈪

運動場で遊ぼう「たこあげをしよう」（自由参加）in春日小グラウンド

日 時：１月７日㈮ 13:30∼15:00 対 象：小学生以上

子どもまつり実行委員活動日（実行委員募集中）

日 時：１月８日㈯・10日（月・祝)・15日㈯・22日㈯・29日㈯

10:30∼12:00

対 象：小学３年生以上 持参物：筆記用具

一輪車教室（申込制）in春日小グラウンド

日 時：１月８日㈯ 14:00∼16:00 対 象：小学生以上

持参物：帽子・タオル・水筒

※ズボン・運動靴で参加ください。

お茶教室（申込制）10日(月・祝)締切

日 時：１月15日㈯ 10:00∼12:00（9:50集合完了）

対 象：小学生以上 参加費：200円 場 所：児童クラブ室

囲碁・将棋教室（自由参加）inセンター図書室

日 時：１月19日㈬ 15:30∼16:30 対 象：小学生以上

ちょボラ隊「みんなでちょっとだけボランティアしよう」

日 時：１月20日㈭ 15:30∼ 対 象：小学生以上

子どもクッキング「もちピザ作り」（申込制）17日㈪締切

日 時：１月22日㈯ 10:00∼12:00（９:50集合完了）

対 象：小学生 先着20人 参加費：100円

持参物：エプロン・三角巾（バンダナ)・タオル・お茶

◆『きらきらキッズ』◆

日 時：毎週金曜日・月１回水曜日 10:30∼11:30

対 象：幼児と保護者

14日㈮ 絵本の読み聞かせ、12月・１月のお誕生会

21日㈮ おにのお面作り

26日㈬ きらきらダンス

28日㈮ 豆まきをしよう・親子リズムダンス

北部児童センター北部児童センター北部児童センター 大和町
☎62・7900
FAX62・7911

■開館時間 ９:00〜17:00

■休 館 日 １日(土･祝)〜３日㈪・９日㈰・16日㈰・23日㈰・30日㈰

＊市内各公民館では、サロンや自主サークルが毎月行われています。今月は下記の子育てサークルに出向きます。

○保育士・保健師が、いつもひろばにいます。子育てに関する悩み相談はいつでもどうぞ。（毎週火曜日・祝日は休館）

◎問い合わせ 佐賀市子育て支援センター｢ゆめ・ぽけっと｣ ☎40・7287 サークル問い合わせ ☎40・7389

１月のゆめ・ぽけっと子育てサークル支援

かせっこベビー（嘉瀬公民館）「赤ちゃんと、目と目を合
わせ、心と心を合わせ、楽
しく触れ合おう」

サークル名（開催場所) 内 容

６日㈭

13日㈭

12日㈬

17日㈪

18日㈫

期 日

おほほ（鍋島公民館）

若楠にこにこ（若楠公民館）

赤松子育てサロン（赤松公民館)

「はばたけ、2011
ぴょーん、ぴょん」

若楠にこにこ赤ちゃん（若楠公民館)

グリンピース（ほほえみ館）
「はばたけ、2011

ぴょーん、ぴょん」

サークル名（開催場所) 内 容

19日㈬

21日㈮

21日㈮

26日㈬

27日㈭

冬よさようなら、春よこい
「おには外 ふくは内」

期 日

西与賀子育てサロン(西与賀公民館)

神野カンガルー（神野公民館）

子育てサロンひょうご（兵庫公民館） お正月あそびと「ぜんざい会」

いろえんぴつ（日新公民館）
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ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
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起
源
を
知
っ
て
ま
す
か
？

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
︒
寒
さ
厳
し
き
折
︑
み
な

さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？
私
は
寒
さ
に
備
え
て
暖
か
い

格
好
を
し
て
︑
佐
賀
の
冬
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
て
い
ま
す
！

１
月
に
入
り
ま
し
て
︑
新
年
も

始
ま
り
ま
し
た
け
れ
ど
︑
今
月
は

少
し
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ス
マ
ス
に

つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

さ
ま
ざ
ま
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
伝

統
的
な
習
慣
の
中
で
︑
一
つ
非
常

に
目
立
っ
た
も
の
︑
そ
れ
は
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
飾
っ
て
あ
っ
た

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
で
し
た
︒

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の

月

日

12

24

か
ら
三
王
礼
拝
の
日
︵
１
月
６
日
︶

ま
で
︑
常
緑
樹
に
装
飾
品
を
付
け

家
に
飾
る
習
慣
は
︑
ド
イ
ツ
と
現

と
な
り
の
ケ
イ
テ
ィ
ー

ベッシュハート・キャサリン
（佐賀市国際交流員）

今年もバルーンで通訳しました。
天気が良くてとても綺麗でした。

代
の
エ
ス
ト
ニ
ア
︑
ラ
ト
ビ
ア
の

地
域
で

世
紀
に
始
ま
り
ま
し
た
︒

16

・

世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
と
北
米

18

19

︵
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
︶
に
伝
わ
っ

て
︑
ろ
う
そ
く
︑
ガ
ラ
ス
や
紙
︑

ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
装
飾
品
︑
ツ
リ

ー
の
先
端
に
は
星
や
エ
ン
ジ
ェ
ル

を
飾
り
付
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
︒現

代
で
は
︑
大
き
な
電
飾
や
︑

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
で
飾
ら
れ
て
い
る

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
︑
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
な
ど
の
世
界

中
の
大
都
市
で
︑
ク
リ
ス
マ
ス
シ

ー
ズ
ン
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飾
ら
れ
て
い
ま
す
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近
年
︑
私
の
実
家
で
は
偽
物
の

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
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飾
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
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念
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す
け
れ
ど
︑

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
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で
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︑
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ゃ

ん
と
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緑
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︒

お
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が
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に
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︑
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日
に
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で
過
去
の

12

24

ク
リ
ス
マ
ス
と
︑
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
今
で
も
持
っ
て
い
る
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い
飾
り

の
歴
史
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語
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が
ら
︑
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
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に
飾
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付
け
ま
す
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私
は
ク
リ
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マ
ス
ツ
リ
ー
を
見

る
と
︑
家
族
と
楽
し
く
過
ご
し
た

ツ
リ
ー
の
飾
り
付
け
の
時
間
を
思

い
出
し
ま
す
︒
み
な
さ
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は
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
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を
見
る
と
ど
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よ
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な
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と
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思
い
浮
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ま
す

か
？

あ
る
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曜
日
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小
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の
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図
書
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︑
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︑
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時
々
行
っ
て
い
ま
し
た
︒
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︑
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の
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弟
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車
で
送
る
こ
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で
き
ま
せ
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翌
日
の
日
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休
館
日
︒

﹁
今
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に
し
よ
う
か
︒
﹂
と
言
っ
た

も
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の
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も
ち
ょ
っ
と
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え
て
︑

﹁
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営
バ
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っ
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の
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な
旅

金
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亜
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が
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フ
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の

時
期
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市
中
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大
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ー
ド
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園
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や
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校
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の
作
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が
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さ
れ
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い
ま
す
︒

高
校
生
の
書
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作
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遠
く
か

ら
で
も
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っ
と
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す
が
︑
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っ
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み
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︑
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感
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︑
練
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︒
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︒
我
が
家
は
自
転
車
で

順
番
に
み
て
︑
の
ん
び
り
と
休
日

を
過
ご
し
ま
し
た
︒

展
示
は
１
月
９
日
㈰
ま
で
︒
皆

さ
ん
も
お
気
に
入
り
を
探
し
に
︑

お
散
歩
が
て
ら
お
出
か
け
く
だ
さ

い
︒

面
白
作
品
い
っ
ぱ
い
︑
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

寺
﨑

聖
子

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&

&



32市報さが 平成23年１月１日号

アイ・スクエアアイ・スクエア

情報プラザ情報プラザ
(駅前中央一丁目アイ・スクエアビル１階)

☎ 40・8222（毎週水曜日定休)

パソコン・ワード・エクセル体験しませんかパソコン・ワード・エクセル体験しませんか

《パソコン体験》

■日 時 １月17日㈪

■対 象 パソコン初心者（先着10人）

《ワード文書作成体験》

■日 時 １月18日㈫

■対 象 パソコンで文字入力が

できる人（先着10人）

《エクセル表計算体験》

■日 時 １月21日㈮

■対 象 パソコンで文字入力が

できる人（先着10人）

※開催時間は、いずれも10時30分〜15時

30分。

３日続けて参加することもできます。

■参加料 無料

■申込方法 １月６日㈭10時から

電話のみにて受け付け。

館念記民常野佐 ☎34・9455 ℻34・9465 http://www.saganet.ne.jp/tunetami/

エスプラッエスプラッツ
１月の行事予定１月の行事予定

【エスプラッツホール（３階）】【エスプラッツホール（３階）】

エスプラッツ
１月の行事予定

【エスプラッツホール（３階）】
毎週土曜日、天体観望会を行って

います。ぜひ、見に来てください！

■所在地 西与賀町高太郎328

■時 間 19時30分〜21時30分

(参加料無料、事前申込不要)

西与賀コミュニティセンター

天体観望会 ☎ 25・6320

佐賀市健康運動センター
☎ 36・9309

平 日：９：00〜21：30（月曜休館日）
土日祝：９：00〜21：00

新規利用者おためしキャンペーン！１月４日㈫〜１月30日㈰

新春お年玉企画。新規利用者に限り、
初回から３回目まで利用料100円。
※利用者登録カードの申請が必要です。

知的障がい者 運動、水中運動教室参加者募集

●運動教室
生活習慣病予防に効果的なウォーキン
グ、筋力運動、バランス運動などを体験
しよう。
■日 時 １月15日、２月19日、３月19日

各土曜日。 10時〜12時
■対 象 18歳以上の知的障がい者 10人
■参加費 施設使用料（１回100円）
■場 所 スタジオ、多目的室
●水中運動教室
■日 時 １月22日、２月26日、３月26日

各土曜日。11時〜12時
■対 象 知的障がいがある児童・生徒 15人
■参加費 施設使用料（１回100円）
■場 所 可動床・流水プール
・必要に応じて介助者も参加ください
・１月８日㈯から受け付け開始。定員に
なりしだい受け付けは終了します。

８㈯・９㈰・10(月・祝）

TTAPワークショップ

入場：全席自由（有料) ※要申込

開場9:30 開演9:30 終演16:30

◎問い合わせ NPO法人それいゆ

☎36・8751

15日㈯

夢の学校教育シリーズ⑹

「みっちゃん先生のいのちの授業」

入場：全席自由1,000円（当日同じ) ※要申込

開場14:30 開演15:00 終演17:00

◎問い合わせ 夢の学校をつくる会

☎22・6262

19日㈬

NBCふれあい演歌の集い

入場：無料（要申込)

開場13:00 開演14:00 終演15:30

◎問い合わせ NBCラジオ佐賀 ふれあい演歌の集い係

☎22・1460

22日㈯

平成22年度公共ホール音楽活性化事業

ゲンダイオンガクって面白い！

大石 将紀×野尻 小矢佳×倉澤 華

PLAY CONTEMPORARY MUSIC

入場：全席自由1,500円・大学生以下500円（当日同じ）

開場17:30 開演18:00

◎問い合わせ 佐賀市交流プラザ・交流センター

☎40・0560

29日㈯

古賀英語道場 創設30周年記念シンポジウム

入場：全席自由500円

開場13:30 開演14:00 終演16:30

◎問い合わせ 古賀英語道場（青柳）

☎25・2295

第７回全国博愛絵画展 入賞作品展

全国から応募された作品の中から、入賞した97点を展示。

■日 時 １月16日㈰〜30日㈰

㈫〜㈯10時〜19時 ㈰10時〜17時

■会 場 佐賀市立図書館２階（観覧自由・無料）

第７回全国博愛絵画展 佐賀市内作品展

佐賀市内から応募された作品を展示。（入賞作品を除く）

■日 時 １月16日㈰〜30日㈰ ９時〜17時

■会 場 佐野常民記念館１階（観覧自由・無料）

企画展「日本赤十字社の人道支援・救護活動『坂の上の雲』の時代の博愛」

■日 時 ２月13日㈰まで ９時〜17時

■観覧料 大人300円 小人100円（常設展を含む）

むかしあそび（瓦たおし・ビー玉あそび・ゴムとびあそび）

■日 時 １月４日㈫ 13時30分〜15時30分

■対 象 ３歳以上（参加自由・無料）※雨天時１月６日㈭

サタデーワークショップ 粘土キーホルダーを作ろう

■日 時 １月毎週土曜日（１日を除く）13時30分〜15時30分

■対 象 ３歳以上 各回先着30人

(当日12時から１階カウンターで受け付け・無料）

らくらく改善ストレッチ教室 首痛改善

■日 時 １月８日㈯・27日㈭ 13時30分〜15時

■対 象 18歳以上（参加自由・無料）

博愛ふれあい映画会「日本昔ばなし」

■日 時 １月９日㈰ 13時30分〜14時30分

｢八つ化け頭巾」「クラゲの骨なし」「座敷童子」「ナマズの使

い」の４話。（観覧無料）

たこあげ大会 親子でたこあげを楽しもう

■日 時 １月10日(月・祝) 10時30分〜12時30分

■対 象 親子10組 20人（要申込・無料）

パソコン教室 エクセルでカレンダー作り 初心者向け

■日 時 １月13日㈭、14日㈮、18日㈫、19㈬、30日㈰

13時30分〜15時30分

■対 象 18歳以上 各回10人（要申込・参加費100円）

楽しい科学「空飛ぶ電気クラゲ」などの実験

■日 時 １月16日㈰ 10時30分〜12時30分

■対 象 小学生以上 20人（要申込・無料）

読み聞かせとモノつくり タオルでつくるうさぎの指人形

■日 時 １月23日㈰ 10時30分〜12時30分

■対 象 ３歳以上 20人（要申込・無料）

読み聞かせとモノつくり ∼てぶくろで人形作り∼

■期 間 ２月６日㈰ 10時30分〜12時30分

■対 象 ３歳以上 20人（要申込・無料）

※主催者の都合により変更する場合があります。

※要申込は１月４日㈫９時から受け付け。（ファクス・メールの申し込
み不可）未就学児は保護者同伴。
◎休館日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

12月29日㈬〜１月３日㈪休館
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高遊外売茶流 新春初茶会開催

高遊外売茶流井手ミサ子社中

による、¥茶道の祖、売茶翁の

紫山家に伝わる新春初茶会です。

新春のひと時をお楽しみくださ

い。

時間／11時〜、13時30分〜

茶券代／200円

場所／肥前通仙亭(佐賀市松原)

◎問い合わせ 肥前通仙亭

☎・℻97・7377

土
日
15

古湯・熊の川温泉郷 おかみ会による

「受験生応援ぜんざいふるまい会｣

受験生を応援するために、古

湯温泉旅館組合「おかみ会」が

手作りぜんざいをふるまいます。

時間／７時30分〜10時30分

場所／富士町古湯温泉旅館街

◎問い合わせ

古湯温泉旅館組合「おかみ会」

☎58・2047（千曲荘）

日

子育て講演会

「思春期の育ちを考える〜中高大の

教員生活を振り返りながら〜」

時間／14時〜

場所／佐賀市立図書館２階

多目的ホール(佐賀市天神)

講師／佐賀大学文化教育学部教授

井
いの

上
うえ

正
まさ

允
ちか

さん

参加費／500円（資料代）

※事前に電話で申し込みくださ

い。(当日参加も可）

◎申し込み・問い合わせ

子育てひろばさんさんさん

☎090・3011・0333

℻40・2011

古民家の煤
すす

竹で、茶
ちゃ

杓
しゃく

作り

竹の茶杓は、もともと茶人が

自ら削り作ったものです。今で

は貴重な「煤竹」を用い、古建

築の専門家が指導します。

時間／13時〜

場所／肥前通仙亭(佐賀市松原)

定員／各日20人（先着順)

会費／1,000円（材料費含む)

持参するもの／替刃式カッター

(大型)

◎問い合わせ 肥前通仙亭

☎・℻97・7377

土
・
日

・

日

22

23

日
16

土
日
29

※SS席7,000円は売り切れ。大学生

以下はS席、A席に限り半額。

９
㈰

大人300円
(入館料込)

22
㈯

大人300円
(入館料込)

正月の薬草観察会
テーマ：①春の七草と薬草、ナンテンほか

②薬草の殺菌力
※カメラ・ルーペをお持ちの人は持参ください。

(雨天の場合は室内で講話)

10:00
∼
12:00

８
㈯

参加料

暮らしの中の漢方講座（冬の漢方）
薬膳粥（やくぜんがゆ）で体調管理
おかゆ作りの実演 ※要予約

10:00
∼
12:00

内 容時 間日

公演名

新年を艶やかに彩るウィーン宮廷絵巻

ウィーン・モーツァルト・オーケストラ
WIENER MOZART ORCHESTER
ニューイヤーコンサート2011

日 時 １月11日㈫

開場18:15 開演19:00

会 場 佐賀市文化会館 大ホール

曲 目

歌劇「フィガロの結婚」K.492 序曲

歌劇「ドン・ジョヴァンニ」K.527より

ドン・ジョヴァンニのセレナード“窓辺においで”

歌劇「魔笛」K.620より

パパゲーノとパパゲーナの二重唱

“パ、パ、パ、パパゲーナ”ほか

（変更となる場合がございます）

料 金 座席指定 S席6,000円

A席5,000円 B席2,000円

ナンテン

の行事カレンダー月月１

１月 みどりを楽しむ教室 (会場：徐福長寿館)

問い合わせ ㈶佐賀市文化振興財団(佐賀市文化会館) ☎32・3000 http://www.shinpoo.jp

問い合わせ 徐福長寿館 ☎98・0696

(月曜休館。但し月曜休日の時は翌日)

オーライ！市営バス

●中高生冬休みフリーパス発売中!!
　中高生を対象に、冬休み期間、市営バスが全線乗り放題となるフリーパス
　「ノリのりきっぷ」を発売しています。
　・販売期限　１月７日㈮まで　　・有効期限　１月10日（月・祝）まで
　・価　　格　1,000円　　　　　 ・販売所　　交通局　佐賀駅バスセンター
●年末年始特別ダイヤのお知らせ
　12月31日㈮～１月３日㈪の期間は年末年始特別ダイヤで運行します。

問い合わせ　 ☎23・3155　℻23・7309
佐賀市交通局 http://bus.saga.saga.jp/

チケット好評発売中‼

健康で心豊かな生活へのアプローチを提案します。身体に優しい

薬草・漢方に触れて、暮らしの中に気軽に取り入れてみませんか。

モーツァルトが活躍した18世紀、華麗な

ウィーンの宮廷へタイムスリップ。

選りすぐりの名曲ばかりをそろえて繰

り広げる5アマデウス9の世界。

華麗なコスチュームも見逃せません。

貴族の気分で味わう絢爛豪華な究極エ

ンタテイメント！
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12日㈬ 13:30∼16:00本庁 建築指導課（４階)

◎問い合わせ
本庁 建築指導課 指導係 ☎40・7170

日 時相談窓口

労働メール相談も行っています。24時間いつでも利用できます。（携帯電話メールからの相談可。回答まで期間を要する場合あり）
労働相談メールアドレス shoko-mag@city.saga.lg.jp

【労働相談】
社会保険労務士（佐賀県社会保険労務士会）

【経営相談】
中小企業診断士（㈳中小企業診断協会佐賀県支部）

12日㈬，26日㈬
※毎月第２・第４水曜日

18:00∼21:00

商談室・産業支援相談室
(佐賀市駅前中央１丁目
アイ・スクエアビル５階)

※相談は無料
※労働相談のみ、窓口開設時間内
に限り、電話相談が可能です。

○労働電話相談 ☎40・7079
◎問い合わせ 本庁 商業振興課
金融・労政係 ☎40・7102

相 談 員日 時窓口設置場所

１ 月 の 相 談 コ ー ナ ー
市民相談 ※今月は、川副支所でも法律相談を行います。予約は本庁市民相談コーナーまで。

市税・国保税の納税相談（日曜・夜間) ●相談内容：市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税について

消費生活相談 ●相談内容：商品の購入・契約等をめぐるトラブル、携帯電話の不当架空請求、クレジットカード・サラ金の支払いなど

労働相談・経営相談 ●相談内容：賃金、労働時間、社会保険、労働保険、起業・経営のノウハウについて

建物についてのトラブル相談 ●相談内容：隣接建物に対するトラブルや建物の疑問について

25日㈫
∼20：00

（国保税のみ)

保険年金課
（１階10番窓口）

−
保健福祉課

（１階５番窓口）

25日㈫
∼20:00

９日㈰
9:00∼16:00

納税課
(５階51番窓口)

本庁

◎問い合わせ

【市 税】本庁 納 税 課 整理第一係 ☎40・7077

整理第二係 ☎40・7076

収 納 係 ☎40・7075

【国保税】本庁 保険年金課 国保税二係 ☎40・7273

大和支所 保健福祉課 保険年金係 ☎51・2425

夜間納税相談(第５火曜日)日曜納税相談(第１日曜日)

大和
支所

相談窓口

※市税・国保税の納付は安心・便利・確実な口座振替をご利用ください！

本庁での相談

7日,14日,21日㈮

13:30∼16:30

28日㈮

14:00∼16:00

開庁日随時

9:00∼16:00

相談名

法律相談（予約制※）

人権・心配ごと相談

税務相談

一般相談

土地建物相談

行政相談

行政書士による相談

暴力に関する相談

本
庁
１
階
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

開催日・時

6日,13日,20日,27日㈭

13:30∼16:30

4日,11日,18日,25日㈫

13:30∼16:30

5日,19日㈬

13:30∼16:30

開庁日随時

8:30∼17:00

24日㈪

13:30∼16:30

第２金曜日 9:00∼15:00

第１・第３木曜日 9:00∼15:00東与賀支所（東与賀保健福祉センター）☎45・1023

久保田支所 ☎68・3137富 士 支 所 ☎58・2113

川 副 支 所 ☎45・8911大 和 支 所 ☎51・2435

三 瀬 支 所 ☎56・2111諸 富 支 所 ☎47・2133

第２・４火曜日 9:00∼15:00

支所での相談 ※要予約 相談日の前日（土日祝日を除く）12時までに、各支所へ連絡ください｡

毎週水曜日 9:00∼15:00

・毎週月∼金曜日 9:00∼16:00 ※面談は予約制
・夜間弁護士相談会 19日㈬ 18:00∼20:00（先着３人） ※要予約（18日㈫ 16:00まで）

第２・４木曜日 9:00∼15:00

佐賀市消費生活センター（佐賀市駅前中央１丁目アイ･スクエアビル４階）☎40・7087

第１・第３金曜日 9:00∼15:00

第１・３・４・５月曜日 9:00∼15:00

16日㈰ 13:30∼16:30
(毎月第３日曜日)

日 時

マンション管理士
佐賀市民活動プラザ

(アイ・スクエアビル３階)

◎問い合わせ
本庁 建築住宅課 住宅政策係 ☎40・7291
℻40・7392 kenchikujutaku@city.saga.lg.jp

相 談 員窓口設置場所

マンション管理相談 ●相談内容：マンションの管理・運営等について（予約制：先着３人）

7日㈮

10:00∼15:00

人権・行政相談

行政相談

人権・行政相談

人権・行政相談

人権・行政相談

行政相談

大 和

☎51･2419

富 士

☎58･2113

三 瀬

☎56･2111

川 副

☎45･8911

支所での相談

東与賀

☎45･1023

久保田

☎68･3137

12日㈬

9:30∼12:00

川副支所13日㈭ 13:30∼16:30法律相談(予約制※)

12日㈬ 9:00∼12:00

19日㈬

13:30∼16:00

支所名

諸 富

☎47･2133

大和老人福祉センター

富士支所

三瀬公民館

川副公民館

東与賀保健福祉センター

久保田老人福祉センター

20日㈭

10:00∼12:00

26日㈬

10:00∼15:00

相談名

人権・行政相談

開催場所

諸富支所

開催日・時

28日㈮

13:30∼16:00

【法律相談の注意事項】

①相談に対して適切な助言をすることが目的ですので、相手との交渉、

手続き代行、相手を呼び出して仲介などをすることはできません。

②法律相談は予約制（先着９人まで）です。予約は相談日の前の週の

金曜日（この日が祝日の場合は木曜日）から受け付けます。

（予約は電話でも結構です。受付開始は８:30∼)

③内容が複雑な相談は要領よく話をまとめ、関係書類があればお持ち

ください。なお、相談は必ず本人がお越しください。

④法律相談の相談予定弁護士名は受付日にお知らせします。

⑤弁護士職務規程により相談に応じられない場合もあります。

※法律相談は市民のみで、同一人の相談は年度３回までです。

◎問い合わせ 本庁市民生活課 市民相談コーナー ☎40・7085(直)



名前

（皆さんの個人情報は、「市報さがクイズ」に関する業務以外の目的で使用することは
ありません）

14

１ ７ ㈮

　114通の応募があり、正解者98人の中から当選された人にプレゼントを送付します。
（プレゼントの発送をもって発表にかえさせていただきます）

１

①市が計画や条例などを策定するときに、市民の皆さんの意見を募集す
る制度があります。この制度を「佐賀市○○○○○コメント制度」と
いいます。○○○に入る文字はなんでしょう。（ヒント：３ページ）

②佐賀市が平成22年２月に宣言した「佐賀市環境都市宣言」。この中で、
バスと車、バスと自転車を組み合わせて通勤・通学する「パーク＆
○○○○○」「サイクル＆○○○○○」の取り組みを計画しています。
どちらにも入る文字はなんでしょう。（ヒント：11ページ）

③平成18年からすべての住宅に、住宅用火災警報器の設置が義務化され
ました。この設置の猶予期限はいつでしょうか。（ヒント：19ページ)

ガラス製
「ゆめこい恵比須」
５名様

佐賀錦ストラップ
10名様

正月に福を呼び込もう。
縦10㎝の手のひらサイ
ズです。

ひも状とボタンサイズ
の佐賀錦ストラップ。
どれか１つをプレゼン
ト。

●
は
ぁ
と
ふ
る
商
品
を
買
い
に
行
こ

う
と
12
月
１
日
号
を
見
て
、
市
内
に

も
た
く
さ
ん
事
業
所
が
あ
る
ん
だ
と
、

ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
！
何
ヵ
所
か
し

か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
！
見
て
い
る

と
た
く
さ
ん
種
類
も
あ
る
し
、
パ
ン

な
ん
か
も
お
い
し
そ
う
！
今
ま
で
買

っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
け
ど
、
一
度

買
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
代　

女
性
）

●
佐
賀
市
は
ほ
か
の
市
と
比
べ
て
、

市
の
サ
ー
ビ
ス
面
は
と
て
も
良
い
と

思
い
ま
す
。
転
勤
族
で
し
た
が
、
佐

賀
に
落
ち
着
い
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
佐
賀
に
は
何
も
な
い
と

い
う
人
が
い
ま
す
が
逆
で
す
！
何
で

も
あ
り
ま
す
ヨ
！
大
好
き
で
す
佐
賀

市
。　
　
　
　
　
　
（
40
代　

女
性
）

●
毎
日
通
勤
で
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
で
明
る
い
唐
人
町
を
抜
け
、
白
山

呉
服
元
町
商
店
街
を
通
り
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
商
店
の
電
気
は
消
え
て

い
て
さ
び
し
い
限
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代　

男
性
）

●
表
紙
や
裏
表
紙
は
も
と
よ
り
、
中

の
い
ろ
い
ろ
な
所
に
も
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
が
入
り
、
や
さ
し
い
感
じ
で
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
愛
情
い
っ
ぱ

い
の
紙
面
作
り
を
。
よ
ろ
し
く
！　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代　

男
性
）

12 ①eLTAX（エルタックス）　 ②ノリのりきっぷ　 ③12月７日㈫

佐賀市政ガイド
STS サガテレビ
毎週土曜日　17：25～17：30
（アナログ 36ch　デジタル 3ch）

サーガの神話（北部情報番組）
ぶんぶんテレビ
コミュニティチャンネル
ぶんぶんワイド内約10分間
17：30～  ※変更の場合あり

いけいけ佐賀市広報！
FM佐賀（77.9MHz）
毎週土曜日　12：40～12：55
サガンシティー
NBCラジオ佐賀（1458kHz）
毎月第 1土曜日　14：35～14：49
さが市政ガイド
NBCラジオ佐賀（1458kHz）
毎週月・水・金曜日　11：05～11：10

佐賀市から
ぶんぶんテレビ
コミュニティチャンネル
（アナログ 1ch　デジタル 11ch）
毎月第３月曜日から２週間
（1/17 ～ 1/30）（約14分間）
①９：45～　②17：00～　③19：45～
※佐賀市のホームページでも
　動画でご覧いただけます。

　あけましておめでとうございます。今年は卯
（うさぎ）年。年賀状にもうさぎを描いたけど、
みちる君にわかってもらえなかったよ～
絵の練習しようかなぁ。今年もよろしくね！

有明みちるくん 俵マイちゃん

35



36

月
３
日
︵
水
・
祝
︶
か
ら
７
日
㈰

ま
で
開
催
し
た
﹁
２
０
１
０
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
バ
ル
ー

11
ン
フ
ェ
ス
タ
﹂
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
︒
審
査
の
結
果
︑
合
計

点
の
入
賞
作
品
が
決

24

定
し
︑
展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
︒

市報さが 平成23年１月１日号

毎月１日は

｢佐賀市いじめ･いのちを考える日｣

いじめをなくそうみんなの力で！

１月は市・県民税（普徴）随１期と国民健康保険税（普徴）第８期
および後期高齢者医療保険料（普徴）第10期の納期です。 納期限：１月31日㈪

各支所代表電話番号 諸富支所 ☎47・2131 大和支所 ☎62・1111

(市外局番0952) 富士支所 ☎58・2111 三瀬支所 ☎56・2111

川副支所 ☎45・1111 東与賀支所 ☎45・1021 久保田支所 ☎68・2111

人口データ
人口 236,414人 (＋12) 男 111,723人 (＋13)

世帯 92,519 (＋45) 女 124,691人 (−1)

※平成22年11月末日現在の人口、世帯数。

( ) 内は前月との差。

■
展
示
会
場
・
期
間

①
有
明
佐
賀
空
港
ロ
ビ
ー

１
月

日
㈮
ま
で

14

②
Ｊ
Ｒ
九
州
佐
賀
駅
コ
ン
コ
ー
ス

１
月

日
㈪
～

日
㈪

17

31

■
展
示
品

バ
ル
ー
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品

計

点
︵
グ
ラ
ン
プ
リ

１
点
︑

24

優
秀
賞

３
点
︑
入
選

点
︑
佳
作

点
︶

10

10

競
技
エ
リ
ア
に
入
り
︑
バ
ル
ー
ン
を
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
無
料
の
熱
気
球
体
験

搭
乗
︻
係
留
飛
行
︼
や
︑
豪
華
賞
品
が
抽
選
で

当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
︒
ま
た
︑
１

／

・
２
／

は
バ
ル
ー
ン
朝
市
も
開
催
し
ま

30

13

す
︒

■
日
程

１
月

日
㈰

第
３
戦
﹁
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
杯
｣

16

１
月

日
㈰

第
４
戦
﹁
九
州
電
力
杯
﹂

30

２
月

日
㈰

第
５
戦
﹁
Ｊ
Ｒ
九
州
杯
﹂

13

※
荒
天
の
場
合
は
順
延
︒

(
順
延
日
)

第
３
戦
・
第
４
戦

２
月
６
日
㈰

第
５
戦

２
月

日
㈰

20

■
時
間

・
ス
タ
ー
ト
︵
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
︶
７
時

・
競
技
フ
ラ
イ
ト

７
時

分
こ
ろ
～

時
こ
ろ
︵
予
定
︶

30

10

■
会
場

嘉
瀬
川
河
川
敷

■
参
加
気
球

最
大

機
24

※
係
留
飛
行
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
会
場
内
本

部
テ
ン
ト
で
受
け
付
け
︒

○
受
付
時
間

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

７
時
～

時
10

・
係
留
飛
行
︵
先
着
１
０
０
人
︶

７
時
～
８
時
こ
ろ
ま
で

問
い
合
わ
せ

エ
フ
エ
ム
佐
賀
内
バ
ル
ー
ン
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

☎

・
７
７
９
０

25

佐
賀
バ
ル
ー
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

実
行
委
員
会

タ
マ
ヤ
カ
メ
ラ
内
︵
佐
藤
︶

☎

・
７
３
８
１

24

問
い
合
わ
せ

熱
気
球
大
会
佐
賀
運
営
委
員
会

☎

・
９
０
０
０

29

上 ：グランプリ 石丸 秀雄

中左：優 秀 賞 安永 知司

中右：優 秀 賞 三浦 栄次

下 ：優 秀 賞 後藤真理子

『夜間係留』

『出会い』

『彩の刻(とき）』

『水鏡』
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